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(57)【要約】
【課題】２分割駆動を採用する液晶表示装置において、
階調電圧発生回路の回路規模、及び、階調電圧を供給す
るために用いられる配線の数を低減する。
【解決手段】液晶表示装置が、ＬＣＤパネルと、該ＬＣ
Ｄパネルを駆動するＬＣＤドライバとを備えている。Ｌ
ＣＤパネルは、ソース線と、パネル入力端子と、前記パ
ネル入力端子とソース線との間の接続関係を切り替える
スイッチ回路とを備えている。該スイッチ回路の構成を
適切に決定することで、ＬＣＤドライバから同時に出力
すべき駆動電圧の種類の数が減少されている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＣＤパネルと、
　前記ＬＣＤパネルを駆動するＬＣＤドライバ
とを具備し、
　前記ＬＣＤパネルは、
　　第１方向に延伸し、前記第１方向に垂直な第２方向に並べられた複数のソース線と、
　　前記第２方向に延伸し、前記第１方向に並べられた複数のゲート線と、
　　それぞれが前記複数のソース線の一のソース線と前記複数のゲート線のうちの一のゲ
ート線に接続された複数の副画素と、
　　複数のパネル入力端子と、
　　第１スイッチ制御信号と第２スイッチ制御信号とに応答して動作する複数のスイッチ
回路
とを具備し、
　前記ＬＣＤドライバは、前記複数の副画素を、前記第２方向に隣接する２つの副画素の
一方が前記ＬＣＤパネルの対向電極の電位である共通電位より高い駆動信号で駆動され、
他方が前記共通電位より低い駆動電圧で駆動されるように駆動し、
　前記複数のソース線は、この順に並べられた第１～第１２ソース線を含み、
　前記第１、第４、第７、第１０ソース線に接続された副画素は、第１色に対応しており
、
　前記第２、第５、第８、第１１ソース線に接続された副画素は、第１色と異なる第２色
に対応しており、
　前記第３、第６、第９、第１２ソース線に接続された副画素は、前記第１色及び前記第
２色と異なる第３色に対応しており、
　前記複数のパネル入力端子は、第１～第６パネル入力端子を含み、
　前記複数のスイッチ回路は、
　　前記第１～第４ソース線と接続され、第１及び第２パネル入力端子に接続された第１
スイッチ回路と、
　　前記第５～第８ソース線に接続された第２スイッチ回路と、
　　前記第９～第１２ソース線に接続された第３スイッチ回路
とを含み、
　前記第１乃至第３スイッチ回路のうちの２つのスイッチ回路は、前記第１スイッチ制御
信号がアサートされ、前記第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれに接
続された４本のソース線のうち両端のソース線を、それぞれに接続された２つのパネル入
力端子に接続し、且つ、前記第１スイッチ制御信号がネゲートされ、前記第２スイッチ制
御信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち中央の２本
のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成され、
　前記第１乃至第３スイッチ回路のうちの残り１つのスイッチ回路は、前記第１スイッチ
制御信号がアサートされ、前記第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれ
に接続された４本のソース線のうち中央の２本のソース線をそれぞれに接続された２つの
パネル入力端子に接続し、且つ、前記第１スイッチ制御信号がネゲートされ、前記第２ス
イッチ制御信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち両
端のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成された
　液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、
　各水平同期期間において、前記複数のゲート線のうちのいずれかのゲート線が選択され
、
　前記各水平同期期間の駆動期間の第１期間において、前記第１スイッチ制御信号と前記
第２スイッチ制御信号のうちの一方のスイッチ制御信号がアサートされると共に、前記Ｌ
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ＣＤドライバが、前記一方のスイッチ制御信号のアサートに応答して前記第１～第６パネ
ル入力端子に接続されたソース線と前記選択されたゲート線とに接続された副画素を駆動
し、
　前記各水平同期期間の駆動期間の第２期間において、前記第１スイッチ制御信号と前記
第２スイッチ制御信号のうちの他方のスイッチ制御信号がアサートされると共に、前記Ｌ
ＣＤドライバが、前記他方のスイッチ制御信号のアサートに応答して前記第１～第６パネ
ル入力端子に接続されたソース線と前記選択されたゲート線とに接続された副画素を駆動
し、
　液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置であって、
　前記ＬＣＤドライバは、
　　前記第１及び第２パネル入力端子に接続される第１及び第２ソース出力と、
　　前記第３及び第４パネル入力端子に接続される第３及び第４ソース出力と、
　　前記第５及び第６パネル入力端子に接続される第５及び第６ソース出力と、
　　前記第１及び第２ソース出力に接続された第１駆動部と、
　　前記第３及び第４ソース出力に接続された第２駆動部と、
　　前記第５及び第６ソース出力に接続された第３駆動部と、
　　第１組の階調電圧、第２組の階調電圧、第３組の階調電圧、及び、第４組の階調電圧
を発生する階調電圧生成回路部とを具備し、
　前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧は、前記共通電位よりも高く、
　前記第３組の階調電圧及び前記第４組の階調電圧は、前記共通電位よりも低く、
　前記第１～第３駆動部のうち前記残り１つのスイッチ回路に接続される駆動部は、前記
第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧のうちのいずれかを第１選択組の階調電圧と
して選択し、前記第３組の階調電圧及び前記第４組の階調電圧のうちのいずれかを第２選
択組の階調電圧として選択し、前記第１選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、
前記第２選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に
出力するように構成され、
　前記第１～第３駆動部のうち前記残り１つのスイッチ回路に接続される駆動部ではない
２つの駆動部の一方の駆動部は、前記第１組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、前
記第３組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に出力可
能に構成され、
　前記２つの駆動部の他方の駆動部は、前記第１組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧
と、前記第３組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に
出力可能に構成される
　液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、
　前記２つの駆動部のそれぞれは、前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧のう
ちのいずれかを第３選択組の階調電圧として選択し、前記第３組の階調電圧及び前記第４
組の階調電圧のうちのいずれかを第４選択組の階調電圧として選択し、前記第３選択組の
階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、前記第４選択組の階調電圧を用いて生成した駆動
電圧とを接続される２つのソース出力に出力するように構成された
　液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、
　前記第１乃至第３駆動部のそれぞれは、
　　前記共通電位より高い駆動電圧を出力する第１Ｄ／Ａコンバータと、
　　前記共通電位より低い駆動電圧を出力する第２Ｄ／Ａコンバータと、
　　それぞれに接続される２つのソース出力と前記第１及び第２Ｄ／Ａコンバータの出力
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の間の接続関係を切り替えるドライバ側スイッチ回路
とを含み、
　前記第１～第３駆動部のうち前記残り１つのスイッチ回路に接続される前記駆動部の前
記第１Ｄ／Ａコンバータは、前記第１組の階調電圧と前記第２組の階調電圧とを受け取り
、前記第１組の階調電圧と前記第２組の階調電圧とのいずれかを前記第１選択組の階調電
圧として選択し、前記第１選択組の階調電圧を用いて生成した前記駆動電圧を出力するよ
うに構成され、
　前記第１～第３駆動部のうち前記残り１つのスイッチ回路に接続される前記駆動部の前
記第２Ｄ／Ａコンバータは、前記第３組の階調電圧と前記第４組の階調電圧とを受け取り
、前記第３組の階調電圧と前記第４組の階調電圧とのいずれかを前記第２選択組の階調電
圧として選択し、前記第２選択組の階調電圧を用いて生成した前記駆動電圧を出力するよ
うに構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部の前記一方の駆動部の前記第１Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第１組の階調電圧を受け取り、前記第１組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部の前記一方の駆動部の前記第２Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第３組の階調電圧を受け取り、前記第３組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部の前記他方の駆動部の前記第１Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第２組の階調電圧を受け取り、前記第２組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部の前記他方の駆動部の前記第２Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第３組の階調電圧を受け取り、前記第３組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成される
　液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液晶表示装置であって、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部のそれぞれの前記第１Ｄ／Ａコンバー
タは、前記第１組の階調電圧と前記第２組の階調電圧とを受け取り、前記第１組の階調電
圧と前記第２組の階調電圧とのいずれかを第３選択組の階調電圧として選択し、前記第３
選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧を出力するように構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部のそれぞれの前記第２Ｄ／Ａコンバー
タは、前記第３組の階調電圧と前記第４組の階調電圧とを受け取り、前記第３組の階調電
圧と前記第４組の階調電圧とのいずれかを第４選択組の階調電圧として選択し、前記第４
選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧を出力するように構成された
　液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項３～６のいずれかに記載の液晶表示装置であって、
　前記階調電圧生成回路部は、前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧のそれぞ
れを、前記第１～第３色のうちから選択された色の副画素のガンマカーブに対応する前記
共通電位よりも高い階調電圧の組として生成可能であり、前記第３組の階調電圧及び前記
第４組の階調電圧のそれぞれを、前記第１～第３色のうちから選択された色の副画素のガ
ンマカーブに対応する前記共通電位よりも低い階調電圧の組として生成可能である
　液晶表示装置。
【請求項８】
　第１方向に延伸し、前記第１方向に垂直な第２方向に並べられた複数のソース線と、
　前記第２方向に延伸し、前記第１方向に並べられた複数のゲート線と、
　それぞれが前記複数のソース線の一のソース線と前記複数のゲート線のうちの一のゲー
ト線に接続された複数の副画素と、
　複数のパネル入力端子と、
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　第１スイッチ制御信号と第２スイッチ制御信号とに応答して動作する複数のスイッチ回
路
とを具備し、
　前記複数のソース線は、この順に並べられた第１～第１２ソース線を含み、
　前記第１、第４、第７、第１０ソース線に接続された副画素は、第１色に対応しており
、
　前記第２、第５、第８、第１１ソース線に接続された副画素は、第１色と異なる第２色
に対応しており、
　前記第３、第６、第９、第１２ソース線に接続された副画素は、前記第１色及び前記第
２色と異なる第３色に対応しており、
　前記複数のパネル入力端子は、第１～第６パネル入力端子を含み、
　前記複数のスイッチ回路は、
　前記第１～第４ソース線と接続され、第１及び第２パネル入力端子に接続された第１ス
イッチ回路と、
　前記第５～第８ソース線に接続された第２スイッチ回路と、
　前記第９～第１２ソース線に接続された第３スイッチ回路
とを含み、
　前記第１乃至第３スイッチ回路のうちの２つのスイッチ回路は、前記第１スイッチ制御
信号がアサートされ、前記第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれに接
続された４本のソース線のうち両端のソース線を、それぞれに接続された２つのパネル入
力端子に接続し、且つ、前記第１スイッチ制御信号がネゲートされ、前記第２スイッチ制
御信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち中央の２本
のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成され、
　前記第１乃至第３スイッチ回路のうちの残り１つのスイッチ回路は、前記第１スイッチ
制御信号がアサートされ、前記第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれ
に接続された４本のソース線のうち中央の２本のソース線をそれぞれに接続された２つの
パネル入力端子に接続し、且つ、前記第１スイッチ制御信号がネゲートされ、前記第２ス
イッチ制御信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち両
端のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成された
　液晶表示パネル。
【請求項９】
　請求項８に記載の液晶表示パネルであって、
　前記第１スイッチ回路は、第１～第４スイッチを含み、
　前記第２スイッチ回路は、第５～第８スイッチを含み、
　前記第３スイッチ回路は、第９～第１２スイッチを含み、
　前記第１スイッチは、前記第１ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第２スイッチは、前記第２ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第３スイッチは、前記第３ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第４スイッチは、前記第４ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第５スイッチは、前記第５ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第６スイッチは、前記第６ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第７スイッチは、前記第７ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第８スイッチは、前記第８ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第９スイッチは、前記第９ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され、
　前記第１０スイッチは、前記第１０ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１１スイッチは、前記第１１ソース線と前記第６パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１２スイッチは、前記第１２ソース線と前記第７パネル入力端子の間に接続され
、
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　前記第１スイッチ、前記第４スイッチ、前記第６スイッチ、前記第７スイッチ、前記第
９スイッチ及び前記第１２スイッチが、前記第１スイッチ制御信号が供給される第１制御
信号線に接続され、
　前記第２スイッチ、前記第３スイッチ、前記第５スイッチ、前記第８スイッチ、前記第
１０スイッチ及び前記第１１スイッチが、前記第２スイッチ制御信号が供給される第２制
御信号線に接続された
　液晶表示パネル。
【請求項１０】
　請求項８に記載の液晶表示パネルであって、
　前記第１スイッチ回路は、第１～第４スイッチを含み、
　前記第２スイッチ回路は、第５～第８スイッチを含み、
　前記第３スイッチ回路は、第９～第１２スイッチを含み、
　前記第１スイッチは、前記第１ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第２スイッチは、前記第２ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第３スイッチは、前記第３ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第４スイッチは、前記第４ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第５スイッチは、前記第５ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第６スイッチは、前記第６ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第７スイッチは、前記第７ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第８スイッチは、前記第８ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第９スイッチは、前記第９ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され、
　前記第１０スイッチは、前記第１０ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１１スイッチは、前記第１１ソース線と前記第６パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１２スイッチは、前記第１２ソース線と前記第７パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第２スイッチ、前記第３スイッチ、前記第５スイッチ、前記第８スイッチ、前記第
９スイッチ及び前記第１２スイッチが、前記第１スイッチ制御信号が供給される第１制御
信号線に接続され、
　前記第１スイッチ、前記第４スイッチ、前記第６スイッチ、前記第７スイッチ、前記第
１０スイッチ及び前記第１１スイッチが、前記第２スイッチ制御信号が供給される第２制
御信号線に接続された
　液晶表示パネル。
【請求項１１】
　請求項８に記載の液晶表示パネルであって、
　前記第１スイッチ回路は、第１～第４スイッチを含み、
　前記第２スイッチ回路は、第５～第８スイッチを含み、
　前記第３スイッチ回路は、第９～第１２スイッチを含み、
　前記第１スイッチは、前記第１ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第２スイッチは、前記第２ソース線と前記第１パネル入力端子の間に接続され、
　前記第３スイッチは、前記第３ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第４スイッチは、前記第４ソース線と前記第２パネル入力端子の間に接続され、
　前記第５スイッチは、前記第５ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第６スイッチは、前記第６ソース線と前記第３パネル入力端子の間に接続され、
　前記第７スイッチは、前記第７ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第８スイッチは、前記第８ソース線と前記第４パネル入力端子の間に接続され、
　前記第９スイッチは、前記第９ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され、
　前記第１０スイッチは、前記第１０ソース線と前記第５パネル入力端子の間に接続され
、
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　前記第１１スイッチは、前記第１１ソース線と前記第６パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１２スイッチは、前記第１２ソース線と前記第７パネル入力端子の間に接続され
、
　前記第１スイッチ、前記第４スイッチ、前記第５スイッチ、前記第８スイッチ、前記第
１０スイッチ及び前記第１１スイッチが、前記第１スイッチ制御信号が供給される第１制
御信号線に接続され、
　前記第２スイッチ、前記第３スイッチ、前記第６スイッチ、前記第７スイッチ、前記第
９スイッチ及び前記第１２スイッチが、前記第２スイッチ制御信号が供給される第１制御
信号線に接続された
　液晶表示パネル。
【請求項１２】
　液晶表示パネルの第１及び第２パネル入力端子に接続される第１及び第２ソース出力と
、
　前記液晶表示パネルの第３及び第４パネル入力端子に接続される第３及び第４ソース出
力と、
　前記液晶表示パネルの第５及び第６パネル入力端子に接続される第５及び第６ソース出
力と、
　前記第１及び第２ソース出力に接続された第１駆動部と、
　前記第３及び第４ソース出力に接続された第２駆動部と、
　前記第５及び第６ソース出力に接続された第３駆動部と、
　第１組の階調電圧、第２組の階調電圧、第３組の階調電圧、及び、第４組の階調電圧を
発生する階調電圧生成回路部とを具備し、
　前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧は、前記液晶表示パネルの対向電極の
電位である共通電位よりも高く、
　前記第３組の階調電圧及び前記第４組の階調電圧は、前記共通電位よりも低く、
　前記第１～第３駆動部のうちの一の駆動部は、前記第１組の階調電圧及び前記第２組の
階調電圧のうちのいずれかを第１選択組の階調電圧として選択し、前記第３組の階調電圧
及び前記第４組の階調電圧のうちのいずれかを第２選択組の階調電圧として選択し、前記
第１選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、前記第２選択組の階調電圧を用いて
生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に出力するように構成され、
　前記第１～第３駆動部の残りの２つの駆動部の一方の駆動部は、前記第１組の階調電圧
を用いて生成した駆動電圧と、前記第３組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続
される２つのソース出力に出力可能に構成され、
　前記２つの駆動部の他方の駆動部は、前記第１組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧
と、前記第３組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に
出力可能に構成される
　ＬＣＤドライバ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のＬＣＤドライバであって、
　前記残りの２つの駆動部のそれぞれは、前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電
圧のうちのいずれかを第３選択組の階調電圧として選択し、前記第３組の階調電圧及び前
記第４組の階調電圧のうちのいずれかを第４選択組の階調電圧として選択し、前記第３選
択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、前記第４選択組の階調電圧を用いて生成し
た駆動電圧とを接続される２つのソース出力に出力するように構成された
　ＬＣＤドライバ。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のＬＣＤドライバであって、
　前記第１乃至第３駆動部のそれぞれは、
　　前記共通電位より高い駆動電圧を出力する第１Ｄ／Ａコンバータと、
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　　前記共通電位より低い駆動電圧を出力する第２Ｄ／Ａコンバータと、
　　それぞれに接続される２つのソース出力と前記第１及び第２Ｄ／Ａコンバータの出力
の間の接続関係を切り替えるドライバ側スイッチ回路
とを含み、
　前記第１～第３駆動部のうち前記一の駆動部の前記第１Ｄ／Ａコンバータは、前記第１
組の階調電圧と前記第２組の階調電圧とを受け取り、前記第１組の階調電圧と前記第２組
の階調電圧とのいずれかを前記第１選択組の階調電圧として選択し、前記第１選択組の階
調電圧を用いて生成した前記駆動電圧を出力するように構成され、
　前記一の駆動部の前記第２Ｄ／Ａコンバータは、前記第３組の階調電圧と前記第４組の
階調電圧とを受け取り、前記第３組の階調電圧と前記第４組の階調電圧とのいずれかを前
記第２選択組の階調電圧として選択し、前記第２選択組の階調電圧を用いて生成した前記
駆動電圧を出力するように構成され、
　前記第１～第３駆動部の前記残りの２つの駆動部の前記一方の駆動部の前記第１Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第１組の階調電圧を受け取り、前記第１組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部の前記残りの２つの駆動部の前記一方の駆動部の前記第２Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第３組の階調電圧を受け取り、前記第３組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部の前記残りの２つの駆動部の前記他方の駆動部の前記第１Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第２組の階調電圧を受け取り、前記第２組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成され、
　前記第１～第３駆動部の前記残りの２つの駆動部の前記他方の駆動部の前記第２Ｄ／Ａ
コンバータは、前記第３組の階調電圧を受け取り、前記第３組の階調電圧を用いて生成し
た前記駆動電圧を出力可能に構成される
　ＬＣＤドライバ。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のＬＣＤドライバであって、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部のそれぞれの前記第１Ｄ／Ａコンバー
タは、前記第１組の階調電圧と前記第２組の階調電圧とを受け取り、前記第１組の階調電
圧と前記第２組の階調電圧とのいずれかを第３選択組の階調電圧として選択し、前記第３
選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧を出力するように構成され、
　前記第１～第３駆動部のうちの前記２つの駆動部のそれぞれの前記第２Ｄ／Ａコンバー
タは、前記第３組の階調電圧と前記第４組の階調電圧とを受け取り、前記第３組の階調電
圧と前記第４組の階調電圧とのいずれかを第４選択組の階調電圧として選択し、前記第４
選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧を出力するように構成された
　ＬＣＤドライバ。
【請求項１６】
　請求項１２～１５のいずれかに記載のＬＣＤドライバであって、
　前記階調電圧生成回路部は、前記第１組の階調電圧及び前記第２組の階調電圧のそれぞ
れを、互いに異なる第１～第３色のうちから選択された色の副画素のガンマカーブに対応
する前記共通電位よりも高い階調電圧の組として生成可能であり、前記第３組の階調電圧
及び前記第４組の階調電圧のそれぞれを、前記第１～第３色のうちから選択された色の副
画素のガンマカーブに対応する前記共通電位よりも低い階調電圧の組として生成可能であ
る
　ＬＣＤドライバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、ＬＣＤ（liquid　crystal　display）パネル及びＬＣＤドラ
イバに関し、特に、時分割駆動を採用する液晶表示装置、及び、それに用いられるＬＣＤ
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パネル及びＬＣＤドライバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤパネルの大型化に伴うソース線（信号線、データ線とも呼ばれる）の増加に対応
する技術として、複数のソース線を１つの出力回路（最も典型的には、Ｄ／Ａコンバータ
）によって時分割で駆動する駆動技術が広く使用されている。最も典型的には、ＬＣＤパ
ネルの３本のソース線に対して１つの出力回路がＬＣＤドライバに用意され、該３本のソ
ース線をスイッチによって順次に選択して該１つの出力回路で時分割的に駆動する技術（
以下、「３分割駆動」と呼ぶ）が用いられている。この技術では、各水平同期期間に、該
３本のソース線が順次に駆動される。最も一般的には、１つの出力回路に接続される３本
のソース線には、異なる色（具体的には、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ））に対応
する副画素が接続されており、一のゲート線に接続され、且つ、対応する色が異なる３本
のソース線に接続された３つの副画素で、画素が構成される。３分割駆動は、例えば、特
許文献１（特開平４－５２６８４号公報）に開示されている。
【０００３】
　液晶表示パネルの駆動においては、副画素の色毎に異なるガンマカーブを設定すること
が好ましく、３分割駆動は、この要求を満たす上でも都合がよい。例えば、赤色の副画素
、緑色の副画素を駆動する駆動電圧は、異なるガンマカーブに従って電圧レベルを設定す
ることが好ましい。一般的な表示パネルドライバでは、ガンマカーブの設定は、階調電圧
発生回路により生成される１組の階調電圧（副画素の階調数が２５６である場合には、２
５６の階調電圧）の電圧レベルをガンマカーブに合わせて設定することで行われる。ここ
で、３分割駆動を行う場合には、３つの異なる色に対応する副画素を異なる期間に駆動す
ることが可能であるから、３本のソース線の切り替えに同期して階調電圧発生回路が生成
する階調電圧を切り替えることで、駆動されるべき副画素の色に応じたガンマカーブの切
り替えを行うことができる。これは、階調電圧発生回路の回路規模の縮小、及び、階調電
圧を供給するために用いられる配線（階調電圧ライン）の数の低減に寄与する。
【０００４】
　対向電極の電位（「共通電位」と呼ばれる）に対する極性が異なる２種類の駆動電圧（
正極性の駆動電圧、負極性の駆動電圧）を生成する必要性を考慮しても、３分割駆動を行
う場合には、階調電圧発生回路は、２組の階調電圧、即ち、正極性の駆動電圧の生成に用
いられる第１組の階調電圧と、負極性の駆動電圧を生成に用いられる第２組の階調電圧と
を生成可能であればよい。ここで、「正極性の駆動電圧」とは、共通電位（対向電極の電
位）よりも高い電圧レベルを有する駆動電圧を意味しており、「負極性の駆動電圧」とは
、共通電位（対向電極の電位）よりも低い電圧レベルを有する駆動電圧を意味している。
【０００５】
　その一方で、近年では、パネル解像度の向上によって水平同期期間が短縮されており、
３分割駆動では、各ソース線を駆動するために十分な時間を確保できないという問題が生
じている。このような水平同期期間の短縮に対応するために、発明者は、ＬＣＤパネルの
２本のソース線に対して１つの出力回路をＬＣＤドライバに用意し、該２本のソース線を
スイッチによって順次に選択して該１つの出力回路で時分割的に駆動する技術（以下、「
２分割駆動」と呼ぶ）を適用することについて検討している。２分割駆動は、例えば、特
許文献２（特開平１０－２６０６６１号公報）に開示されている。
【０００６】
　留意すべきことは、２分割駆動を採用する場合には、３分割駆動を採用する場合とは異
なり、３本のソース線の切り替えに同期して階調電圧発生回路が生成する階調電圧を切り
替えることで、階調電圧発生回路の回路規模、及び、階調電圧ラインの数を低減するとい
う手法を用いることができないことである。２分割駆動を採用する場合には、他の手法に
より、階調電圧発生回路の回路規模、及び、階調電圧ラインの数を低減することが望まれ
る。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平４－５２６８４号公報
【特許文献２】特開１０－２６０６６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、２分割駆動を採用する液晶表示装置において、階調電圧
発生回路の回路規模、及び、階調電圧を供給するために用いられる配線の数を低減するた
めの技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、液晶表示パネルと、該液晶表示パネルを駆動するＬＣＤドラ
イバとを備えている。液晶表示パネルは、ソース線と、パネル入力端子と、前記パネル入
力端子とソース線との間の接続関係を切り替えるスイッチ回路とを備えている。該スイッ
チ回路の構成を適切に決定することで、ＬＣＤドライバから同時に出力すべき駆動電圧の
種類の数が減少されている。
【００１０】
　より具体的には、本発明の一の観点では、液晶表示装置が、ＬＣＤパネルと、ＬＣＤパ
ネルを駆動するＬＣＤドライバとを具備する。ＬＣＤパネルは、第１方向に延伸し、第１
方向に垂直な第２方向に並べられた複数のソース線と、第２方向に延伸し、第１方向に並
べられた複数のゲート線と、それぞれが複数のソース線の一のソース線と複数のゲート線
のうちの一のゲート線に接続された複数の副画素と、複数のパネル入力端子と、第１スイ
ッチ制御信号と第２スイッチ制御信号とに応答して動作する複数のスイッチ回路とを具備
する。ＬＣＤドライバは、複数の副画素を、第２方向に隣接する２つの副画素の一方がＬ
ＣＤパネルの対向電極の電位である共通電位より高い駆動信号で駆動され、他方が共通電
位より低い駆動電圧で駆動されるように駆動する。複数のソース線は、この順に並べられ
た第１～第１２ソース線を含む。第１、第４、第７、第１０ソース線に接続された副画素
は、第１色に対応しており、第２、第５、第８、第１１ソース線に接続された副画素は、
第１色と異なる第２色に対応しており、第３、第６、第９、第１２ソース線に接続された
副画素は、第１色及び第２色と異なる第３色に対応している。複数のパネル入力端子は、
第１～第６パネル入力端子を含む。複数のスイッチ回路は、記第１～第４ソース線と接続
され、第１及び第２パネル入力端子に接続された第１スイッチ回路と、第５～第８ソース
線に接続された第２スイッチ回路と、第９～第１２ソース線に接続された第３スイッチ回
路とを含む。第１乃至第３スイッチ回路のうちの２つのスイッチ回路は、第１スイッチ制
御信号がアサートされ、第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれに接続
された４本のソース線のうち両端のソース線を、それぞれに接続された２つのパネル入力
端子に接続し、且つ、第１スイッチ制御信号がネゲートされ、第２スイッチ制御信号がア
サートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち中央の２本のソース線
をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成される。第１乃至第
３スイッチ回路のうちの残り１つのスイッチ回路は、第１スイッチ制御信号がアサートさ
れ、第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれに接続された４本のソース
線のうち中央の２本のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続し、
且つ、第１スイッチ制御信号がネゲートされ、第２スイッチ制御信号がアサートされたと
きに、それぞれに接続された４本のソース線のうち両端のソース線をそれぞれに接続され
た２つのパネル入力端子に接続するように構成される。
【００１１】
　本発明の他の観点では、液晶表示パネルが、第１方向に延伸し、第１方向に垂直な第２
方向に並べられた複数のソース線と、第２方向に延伸し、第１方向に並べられた複数のゲ
ート線と、それぞれが複数のソース線の一のソース線と複数のゲート線のうちの一のゲー
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ト線に接続された複数の副画素と、複数のパネル入力端子と、第１スイッチ制御信号と第
２スイッチ制御信号とに応答して動作する複数のスイッチ回路とを具備する。複数のソー
ス線は、この順に並べられた第１～第１２ソース線を含む。第１、第４、第７、第１０ソ
ース線に接続された副画素は、第１色に対応しており、第２、第５、第８、第１１ソース
線に接続された副画素は、第１色と異なる第２色に対応しており、第３、第６、第９、第
１２ソース線に接続された副画素は、第１色及び第２色と異なる第３色に対応している。
複数のパネル入力端子は、第１～第６パネル入力端子を含む。複数のスイッチ回路は、第
１～第４ソース線と接続され、第１及び第２パネル入力端子に接続された第１スイッチ回
路と、第５～第８ソース線に接続された第２スイッチ回路と、第９～第１２ソース線に接
続された第３スイッチ回路とを含む。第１乃至第３スイッチ回路のうちの２つのスイッチ
回路は、第１スイッチ制御信号がアサートされ、第２スイッチ制御信号がネゲートされた
ときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち両端のソース線を、それぞれに接続
された２つのパネル入力端子に接続し、且つ、第１スイッチ制御信号がネゲートされ、第
２スイッチ制御信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のう
ち中央の２本のソース線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように
構成される。第１乃至第３スイッチ回路のうちの残り１つのスイッチ回路は、第１スイッ
チ制御信号がアサートされ、第２スイッチ制御信号がネゲートされたときに、それぞれに
接続された４本のソース線のうち中央の２本のソース線をそれぞれに接続された２つのパ
ネル入力端子に接続し、且つ、第１スイッチ制御信号がネゲートされ、第２スイッチ制御
信号がアサートされたときに、それぞれに接続された４本のソース線のうち両端のソース
線をそれぞれに接続された２つのパネル入力端子に接続するように構成される。
【００１２】
　本発明の更に他の観点では、ＬＣＤドライバが、液晶表示パネルの第１及び第２パネル
入力端子に接続される第１及び第２ソース出力と、液晶表示パネルの第３及び第４パネル
入力端子に接続される第３及び第４ソース出力と、液晶表示パネルの第５及び第６パネル
入力端子に接続される第５及び第６ソース出力と、第１及び第２ソース出力に接続された
第１駆動部と、第３及び第４ソース出力に接続された第２駆動部と、第５及び第６ソース
出力に接続された第３駆動部と、第１組の階調電圧、第２組の階調電圧、第３組の階調電
圧、及び、第４組の階調電圧を発生する階調電圧生成回路部とを具備する。第１組の階調
電圧及び第２組の階調電圧は、液晶表示パネルの対向電極の電位である共通電位よりも高
い。第３組の階調電圧及び第４組の階調電圧は、共通電位よりも低い。第１～第３駆動部
のうちの一の駆動部は、第１組の階調電圧及び第２組の階調電圧のうちのいずれかを第１
選択組の階調電圧として選択し、第３組の階調電圧及び第４組の階調電圧のうちのいずれ
かを第２選択組の階調電圧として選択し、第１選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電
圧と、第２選択組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力
に出力するように構成される。第１～第３駆動部の残りの２つの駆動部の一方の駆動部は
、第１組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、第３組の階調電圧を用いて生成した駆
動電圧とを接続される２つのソース出力に出力可能に構成される。２つの駆動部の他方の
駆動部は、第１組の階調電圧を用いて生成した駆動電圧と、第３組の階調電圧を用いて生
成した駆動電圧とを接続される２つのソース出力に出力可能に構成される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、２分割駆動を採用する液晶表示装置において、階調電圧発生回路の回
路規模、及び、階調電圧を供給するために用いられる配線の数を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】２分割駆動を採用する液晶表示装置の構成の例を示すブロック図である。
【図２】図１の液晶表示装置のＬＣＤドライバの構成の例を示すブロック図である。
【図３】図１の液晶表示装置のＬＣＤパネルがドット反転駆動で駆動される場合において
、各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。



(12) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

【図４Ａ】図１の液晶表示装置の第１水平同期期間の駆動期間の前半における動作を示す
概念図である。
【図４Ｂ】図１の液晶表示装置の第１水平同期期間の駆動期間の後半における動作を示す
概念図である。
【図４Ｃ】図１の液晶表示装置の第２水平同期期間の駆動期間の前半における動作を示す
概念図である。
【図４Ｄ】図１の液晶表示装置の第２水平同期期間の駆動期間の後半における動作を示す
概念図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図６】各副画素の構成を概念的に示す回路図である。
【図７】第１の実施形態のＬＣＤドライバの構成を示すブロック図である。
【図８】第１の実施形態のＬＣＤドライバのソース駆動部の構成を示すブロック図である
。
【図９】第１の実施形態の階調電圧発生回路部の構成を示すブロック図である。
【図１０】各階調電圧発生回路の構成を示す回路図である。
【図１１】各レジスタ／セレクタ回路の構成を示す回路図である。
【図１２】第１の実施形態のＬＣＤパネルがドット反転駆動で駆動される場合において、
各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。
【図１３】第１の実施形態における、各水平同期期間の液晶表示装置の動作を示す図であ
る。
【図１４Ａ】第１の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間の駆動期間の前半におけ
る動作を示す概念図である。
【図１４Ｂ】第１の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間の駆動期間の後半におけ
る動作を示す概念図である。
【図１４Ｃ】第１の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間の駆動期間の前半におけ
る動作を示す概念図である。
【図１４Ｄ】第１の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間の駆動期間の後半におけ
る動作を示す概念図である。
【図１５】第１の実施形態におけるソース駆動部の構成の変形例を示すブロック図である
。
【図１６】本発明の第２の実施形態の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１７】第２の実施形態のＬＣＤドライバの構成を示すブロック図である。
【図１８】第２の実施形態のＬＣＤパネルがドット反転駆動で駆動される場合において、
各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。
【図１９】第２の実施形態における、各水平同期期間の液晶表示装置の動作を示す図であ
る。
【図２０Ａ】第２の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２０Ｂ】第２の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２０Ｃ】第２の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２０Ｄ】第２の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２１】第２の実施形態におけるソース駆動部の構成の変形例を示すブロック図である
。
【図２２】本発明の第３の実施形態の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２３】第３の実施形態のＬＣＤドライバの構成を示すブロック図である。
【図２４】第３の実施形態のＬＣＤパネルがドット反転駆動で駆動される場合において、
各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。
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【図２５】第３の実施形態における、各水平同期期間の液晶表示装置の動作を示す図であ
る。
【図２６Ａ】第３の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２６Ｂ】第３の実施形態の液晶表示装置の第１水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２６Ｃ】第３の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２６Ｄ】第３の実施形態の液晶表示装置の第２水平同期期間における動作を示す概念
図である。
【図２７】第３の実施形態におけるソース駆動部の構成の変形例を示すブロック図である
。
【図２８】第４の実施形態におけるＬＣＤドライバのソース駆動部の構成を示すブロック
図である。
【図２９】第４の実施形態におけるＬＣＤドライバのソース駆動部の他の構成を示すブロ
ック図である。
【図３０】第４の実施形態におけるＬＣＤドライバのソース駆動部の更に他の構成を示す
ブロック図である。
【図３１】第４の実施形態におけるＬＣＤドライバのソース駆動部の更に他の構成を示す
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下では、本発明の技術的意義の理解を容易にするために、２分割駆動を採用する液晶
表示装置の構成と、該液晶表示装置における階調電圧の生成について説明する。なお、以
下に述べる説明は、該液晶表示装置が公知であることを出願人が自認するものと理解して
はならない。
【００１６】
　図１は、２分割駆動を採用する液晶表示装置の構成の例を示すブロック図である。液晶
表示装置１００は、ＬＣＤ（liquid　crystal　display）パネル１０１と、ＬＣＤドライ
バ１０２とを備えている。
【００１７】
　ＬＣＤパネル１０１には、ゲート線１０３と、ソース線１０４と、画素１０５と、ゲー
ト線ドライブ回路（ＧＩＰ（gate　in　panel）回路とも呼ばれる）１０６と、パネル入
力端子１０７と、スイッチ回路１０８とが集積化されている。なお、以下において、複数
の同一の構成要素を互いに区別する必要がある場合、参照符号に添字が付される。例えば
、図１に図示されている４本のゲート線は、参照符号１０３１～１０３４で参照され、１
２本のソース線は、参照符号１０４１～１０４１２で参照される。以下では、１２本のソ
ース線１０４に対応する構造について説明するが、実際には、ＬＣＤパネル１０１には、
１２本のソース線１０４を含む構造を一単位として、より多数のソース線１０４が設けら
れることに留意されたい。
【００１８】
　各画素１０５は、同一のゲート線１０３に接続され、それぞれ赤色、緑色、青色に対応
づけられた３つの副画素を備えている。各副画素は、一のゲート線１０３、一のソース線
１０４に接続されている。図１においては、赤色に対応する副画素（以下、「Ｒ副画素」
という。）は、記号Ｒｉ＿ｊによって参照され、緑色に対応する副画素（以下、「Ｇ副画
素」という。）は、記号Ｇｉ＿ｊによって参照され、青色に対応する副画素（以下、「Ｂ
副画素」という。）は、記号Ｂｉ＿ｊによって参照されている。ここで、ｉ、ｊは、いず
れも、自然数であり、接続されるソース線、ゲート線を示すインデックスである。Ｒ副画
素Ｒｉ＿ｊは、ソース線１０４３ｉ－２及びゲート線１０３ｊに接続され、Ｇ副画素Ｇｉ
＿ｊは、ソース線１０４３ｉ－１及びゲート線１０３ｊに接続され、ソース線１０４３ｉ
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－２及びゲート線１０３ｊに接続され、Ｂ副画素Ｂｉ＿ｊは、ソース線１０４３ｉ及びゲ
ート線１０３ｊに接続されている。
【００１９】
　ゲート線ドライブ回路１０６は、ＬＣＤドライバ１０２から供給されるゲート制御信号
ＳＧＩＰに応答して、ゲート線１０３を駆動する。
【００２０】
　スイッチ回路１０８は、ソース線１０４を選択的にパネル入力端子１０７に接続する機
能を有しており、各スイッチ回路１０８は、４つのスイッチ１０９を備えている。図１に
は、３つのスイッチ回路１０８が図示されている。詳細には、スイッチ回路１０８１は、
スイッチ１０９１～１０９４を備えており、スイッチ回路１０８２は、スイッチ１０９５

～１０９８を備えており、スイッチ回路１０８３は、スイッチ１０９９～１０９１２を備
えている。奇数番目のスイッチ１０９２ｐ－１は、パネル入力端子１０７ｐと奇数番目の
ソース線１０４２ｐ－１の間に接続され、偶数番目のスイッチ１０９２ｐは、パネル入力
端子１０７ｐと偶数番目のソース線１０４２ｐの間に接続される（ｐは、自然数）。
【００２１】
　スイッチ１０９の制御には、ＬＣＤドライバ２から供給される１対のスイッチ制御信号
ＳＳＷ１、ＳＳＷ２が用いられる。隣接する２つのスイッチ１０９２ｐ－１、１０９２ｐ

の一方は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、他方は、スイッチ制御信号ＳＳ
Ｗ２によって制御される。これにより、隣接する２つのスイッチ１０９２ｐ－１、１０９

２ｐは、隣接する２本のソース線１０４２ｐ－１、１０４２ｐを選択し、選択された一方
のソース線１０４をパネル入力端子１０７ｐに電気的に接続することになる。
【００２２】
　ここで、各スイッチ回路１０８ｑの４つのスイッチ１０９４ｑ－３、１０９４ｑ－２、
１０９４ｑ－１、１０９４ｑのうち（ｑは、自然数）、両端のソース線１０４４ｑ－３、
１０４４ｑに接続されるスイッチ１０９４ｑ－３、１０９４ｑはスイッチ制御信号ＳＳＷ
１によって制御され、中間の２本のソース線１０４４ｑ－２、１０４４ｑ－１に接続され
るスイッチ１０９４ｑ－２、１０９４ｑ－１はスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御さ
れる。よって、各スイッチ回路１０８ｑは、スイッチ制御信号ＳＳＷ１、ＳＳＷ２に応答
して、両端のソース線１０４４ｑ－３、１０４４ｑ又は中間の２本のソース線１０４４ｑ

－２、１０４４ｑ－１を、選択的にパネル入力端子１０７２ｑ－１、１０７２ｑに接続す
る機能を有していることになる。
【００２３】
　ＬＣＤドライバ１０２は、様々な電圧及び信号を供給してＬＣＤパネル１０１を駆動す
る。詳細には、ＬＣＤドライバ１０２は、ゲート線ドライブ回路１０６によって選択され
たゲート線１０３、及び、スイッチ回路１０８によって選択されたソース線１０４に接続
された副画素（Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素）に駆動電圧を供給して該副画素を駆動す
る。また、ＬＣＤドライバ１０２は、ゲート線ドライブ回路１０６にゲート制御信号ＳＧ

ＩＰを供給すると共に、スイッチ回路１０８の各スイッチ１０９を制御するスイッチ制御
信号ＳＳＷ１、ＳＳＷ２を供給する。更に、ＬＣＤドライバ１０２は、ＬＣＤパネル１０
１の対向電極を共通電位ＶＣＯＭに駆動する。
【００２４】
　以下では、ＬＣＤドライバ１０２が、ドット反転駆動によってＬＣＤパネル１０１を駆
動するとして説明が行われる。即ち、ＬＣＤパネル１０１の横方向（ゲート線１０３が延
伸する方向）及び縦方向（ソース線１０４が延伸する方向）の両方について、隣接する副
画素が互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動されるとして説明を行う。例えば、Ｒ副
画素Ｒ１＿１と、それに横方向で隣接するＧ副画素Ｇ１＿１とは、互いに逆の極性の駆動
電圧で駆動され、Ｒ副画素Ｒ１＿１と、それに縦方向で隣接するＲ副画素Ｒ２＿１とは、
互いに逆の極性の駆動電圧で駆動される。ここで、上述の通り、駆動電圧の極性は、対向
電極の電圧レベルに対して定義されることに留意されたい。即ち、「正極性の駆動電圧」
とは、共通電位（対向電極の電位）よりも高い電圧レベルを有する駆動電圧を意味してお
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り、「負極性の駆動電圧」とは、共通電位（対向電極の電位）よりも低い電圧レベルを有
する駆動電圧を意味している。
【００２５】
　図２は、ＬＣＤドライバ１０２の構成、特に、ソース線１０４の駆動に関連する回路部
の構成を示すブロック図である。ＬＣＤドライバ１０２は、各パネル入力端子１０７に接
続されるソース出力を有しており、パネル入力端子１０７ｉに接続されるソース出力が、
記号Ｓｉとして図示されている。以下では、ＬＣＤドライバ１０２のうち、１２本のソー
ス線１０４を駆動する回路部分の構成について説明するが、実際には、ＬＣＤドライバ１
０２は、より多数のソース線１０４を駆動可能に構成されることに留意されたい。
【００２６】
　ＬＣＤドライバ１０２は、インターフェース回路１１１と、ラインラッチ回路１２１、
１２２と、セレクタ回路１２３と、ソース線駆動回路１２４と、階調電圧発生回路部１２
５とを備えている。
【００２７】
　インターフェース回路１１１は、外部装置（例えば、ＣＰＵ（central　processing　u
nit））から画素データＤＰＩＸＥＬ及びＬＣＤドライバ１０２を制御するコマンドを受
け取る。画素データＤＰＩＸＥＬとは、ＬＣＤパネル１０１の各画素の各副画素の階調を
示すデータである。インターフェース回路１１１は、各副画素の画素データＤＰＩＸＥＬ

を順次にラインラッチ回路１２１に送る。
【００２８】
　ラインラッチ回路１２１は、インターフェース回路１１１から順次に送られてくる画素
データＤＰＩＸＥＬをラッチする回路であり、各ソース線１０４に対応するラッチを備え
ている。図２では、各ソース線１０４ｉに対応するラインラッチ回路１２１のラッチは、
符号１２１ｉで参照されている。ソース線１０４ｉに接続された副画素に対応する画素デ
ータＤＰＩＸＥＬがラッチ１２１ｉに記憶される。
【００２９】
　ラインラッチ回路１２２は、ラッチ信号ＳＴＢに応答してラインラッチ回路１２１から
画素データをラッチする回路であり、各ソース線１０４に対応するラッチを備えている。
図２では、各ソース線１０４ｉに対応するラインラッチ回路１２２のラッチは、符号１２
２ｉで参照されている。各水平同期期間のブランキング期間にラッチ信号ＳＴＢがアサー
トされると、各ソース線１０４ｉに対応する画素データがラッチ１２２ｉに格納される。
各ソース線１０４ｉは、各水平同期期間のブランキング期間にラッチ信号ＳＴＢがアサー
トされたときにラッチ１２２ｉに格納された画素データに応答して駆動される。
【００３０】
　セレクタ回路１２３は、ラインラッチ回路１２２に格納された画素データのうち、ソー
ス線駆動回路１２４に送られるべき画素データを選択するセレクタを備えている。ライン
ラッチ回路１２２の隣接する２つのラッチに対して１つのセレクタがセレクタ回路１２３
に設けられている。ラインラッチ回路１２２の隣接する２つのラッチ１２２２ｐ－１、１
２２２ｐに対応するセレクタは、符号１２３ｐで参照されており、セレクタ１２３ｐは、
ラッチ１２２２ｐ－１、１２２２ｐに格納された画素データを選択的にソース線駆動回路
１２４に送る。本実施形態では、各水平同期期間の駆動期間が前半期間（第１期間）及び
後半期間（第２期間）に分割されており、前半期間においては、前半期間に駆動されるべ
き副画素（即ち、ソース線１０４）に対応する画素データがラインラッチ回路１２２の各
セレクタによって選択されてソース線駆動回路１２４に送られる。同様に、後半期間にお
いては、後半期間に駆動されるべき副画素（即ち、ソース線１０４）に対応する画素デー
タが選択されてソース線駆動回路１２４に送られる。
【００３１】
　階調電圧発生回路部１２５は、６組の階調電圧を生成し、それぞれ、階調電圧ライン群
１２６１～１２６６を介してソース線駆動回路１２４に供給する。ここで、１組の階調電
圧は、副画素の階調数と同数の互いに異なる階調電圧（例えば、各副画素に許容される階
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調数が２５６の場合には、２５６の階調電圧）で構成される。各階調電圧ライン群１２６

ｉは、１組の階調電圧をソース線駆動回路１２４に供給するために用いられ、１組の階調
電圧の数と同数の階調電圧ライン（即ち、階調電圧の供給に使用される配線）を備えてい
る。
【００３２】
　６組の階調電圧のうち３組の階調電圧は、正極性の駆動電圧の生成に用いられ、共通電
位ＶＣＯＭよりも高い電圧レベルを有している。以下では共通電位ＶＣＯＭよりも高い電
圧レベルを有する階調電圧を、正極性の階調電圧ということがある。これらの３組の正極
性の階調電圧のうちの１組の階調電圧は、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成され、Ｒ
副画素の駆動電圧の生成に使用される。同様に、残りの２組の正極性の階調電圧は、それ
ぞれ、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成され、Ｇ副画素、Ｂ副画素の駆動
電圧の生成に使用される。３組の正極性の階調電圧は、それぞれ、階調電圧ライン群１２
６１～１２６３によってソース線駆動回路１２４に供給される。
【００３３】
　残りの３組の階調電圧は、負極性の駆動電圧の生成に用いられ、共通電位ＶＣＯＭより
も低い電圧レベルを有している。以下では共通電位ＶＣＯＭよりも低い電圧レベルを有す
る階調電圧を、負極性の階調電圧ということがある。これらの３組の負極性の階調電圧の
うちの１組の階調電圧は、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成され、Ｒ副画素の駆動電
圧の生成に使用される。同様に、残りの２組の正極性の階調電圧は、それぞれ、Ｇ副画素
、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成され、Ｇ副画素、Ｂ副画素の駆動電圧の生成に使
用される。３組の負極性の階調電圧は、それぞれ、階調電圧ライン群１２６４～１２６６

によってソース線駆動回路１２４に供給される。
【００３４】
　ソース線駆動回路１２４は、階調電圧発生回路部１２５から供給される階調電圧を利用
してセレクタ回路１２３から送られてくる画素データに記述された階調に対応する駆動電
圧を生成し、生成した駆動電圧を各ソース出力から出力する。
【００３５】
　ソース線駆動回路１２４は、Ｄ／Ａコンバータ１２７と、スイッチ回路１２８とを備え
ている。各Ｄ／Ａコンバータ１２７は、階調電圧ライン群１２６１～１２６６のいずれか
から１組の階調電圧を受け取り、受け取った１組の階調電圧のうちから、セレクタ回路１
２３の各セレクタ１２３ｉから受け取った画素データに指定されている階調に対応する階
調電圧を選択する。各Ｄ／Ａコンバータ１２７は、選択した階調電圧に対応する（基本的
には、同一の電圧レベルを有する）駆動電圧を出力する。
【００３６】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１は、正極性の駆動電圧を出力する
ように構成される。詳細には、正極性の奇数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１には
正極性の階調電圧が供給され、該Ｄ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１は、供給された正極性
の階調電圧のうちから所望の階調電圧を選択し、選択した正極性の階調電圧に対応する正
極性の駆動電圧を出力する。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ１２７１は、階調電圧ライン群
１２６１から受け取った１組の正極性の階調電圧のうちから所望の階調電圧を選択する。
同様に、Ｄ／Ａコンバータ１２７３、１２７５は、それぞれ、階調電圧ライン群１２６２

、１２６３から受け取った１組の正極性の階調電圧のうちから所望の階調電圧を選択する
。
【００３７】
　一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐは、負極性の駆動電圧を出力するように
構成される。詳細には、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐには負極性の階調電圧が
供給され、該Ｄ／Ａコンバータ１２７２ｐは、供給された負極性の階調電圧のうちから所
望の階調電圧を選択する。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ１２７２は、階調電圧ライン群１
２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧のうちから所望の階調電圧を選択する。同
様に、Ｄ／Ａコンバータ１２７４、１２７６は、それぞれ、階調電圧ライン群１２６５、
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１２６６から受け取った１組の負極性の階調電圧のうちから所望の階調電圧を選択する。
【００３８】
　各スイッチ回路１２８ｐは、隣接する２つのＤ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１、１２７

２ｐの出力の一方を、奇数番目のソース出力Ｓ（２ｐ－１）に接続し、他方を偶数番目の
ソース出力Ｓ（２ｐ）に接続する機能を有している。各スイッチ回路１２８ｐは、２つの
ストレートスイッチ１２９２ｐ－１、１２９２ｐと２つのクロススイッチ１３０２ｐ－１

、１３０２ｐを備えている。奇数番目のストレートスイッチ１２９２ｐ－１は、奇数番目
のソース出力Ｓ（２ｐ－１）と奇数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１の出力の間に
接続され、偶数番目のストレートスイッチ１２９２ｐは、偶数番目のソース出力Ｓ（２ｐ
）と偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐの出力の間に接続される。一方、奇数番目の
クロススイッチ１３０２ｐ－１は、奇数番目のソース出力Ｓ（２ｐ－１）と偶数番目のＤ
／Ａコンバータ１２７２ｐの出力の間に接続され、偶数番目のクロススイッチ１３０２ｐ

は、偶数番目のソース出力Ｓ（２ｐ）と奇数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２ｐ－１の出
力の間に接続される。
【００３９】
　続いて、図１、図２の構成の液晶表示装置１００の動作、特に、２分割駆動について説
明する。以下では、ＬＣＤパネル１０１がドット反転駆動で駆動される場合について説明
する。図３は、ＬＣＤパネル１０１がドット反転駆動で駆動される場合において、各副画
素に供給される駆動電圧の極性を示している。例えば、Ｒ副画素Ｒ１＿１（ゲート線１０
３１、ソース線１０４１に接続されるＲ副画素）には記号「＋」が付されているが、これ
は、Ｒ副画素Ｒ１＿１に正極性の駆動電圧（共通電位ＶＣＯＭよりも高い駆動電圧）が供
給されることを示している。また、Ｇ副画素Ｇ１＿１（ゲート線１０３１、ソース線１０
４２に接続されるＧ副画素）には記号「－」が付されているが、これは、Ｇ副画素Ｇ１＿
１に負極性の駆動電圧（共通電位ＶＣＯＭよりも低い駆動電圧）が供給されることを示し
ている。横方向（ゲート線１０３が延伸する方向）、縦方向（ソース線１０４が延伸する
方向）のいずれについても、隣接する副画素に供給される駆動電圧の極性が反転されてい
ることに留意されたい。
【００４０】
　２分割駆動が行われる場合、各水平同期期間の駆動期間が、前半期間（第１期間）及び
後半期間（第２期間）に分割される。図４Ａ、図４Ｂは、第１水平同期期間における液晶
表示装置１００の動作を示しており、図４Ｃ、図４Ｄは、第２水平同期期間における液晶
表示装置１００の動作を示している。
【００４１】
　図４Ａ、図４Ｂを参照して、第１水平同期期間においては、ゲート線１０３１（Ｇａｔ
ｅ１）がアサートされ（即ち、Ｈｉｇｈレベルに駆動され）、ゲート線１０３１（Ｇａｔ
ｅ１）に接続された副画素が選択される。
【００４２】
　図４Ａは、第１水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１００の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされる。これにより、スイ
ッチ１０９１、１０９４、１０９５、１０９８、１０９９、１０９１２がオンされ、スイ
ッチ１０９２、１０９３、１０９６、１０９７、１０９１０、１０９１１がオフされる。
各スイッチ回路１０８は、それに接続されている４本のソース線１０４のうちの両端のソ
ース線１０４を、ＬＣＤドライバ１０２の対応するソース出力に接続することになる。即
ち、ソース線１０４１、１０４４、１０４５、１０４８、１０４９、１０４１２が、それ
ぞれ、ＬＣＤドライバ１０２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【００４３】
　一方、ＬＣＤドライバ１０２においては、階調電圧ライン群１２６１に、赤色の副画素
（Ｒ副画素）のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。
図４Ａにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧
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が記号Ｒ（＋）によって示されている。同様に、階調電圧ライン群１２６２には、緑色の
副画素（Ｇ副画素）のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給さ
れ、階調電圧ライン群１２６３には、青色の副画素（Ｂ副画素）のガンマカーブに従って
生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成
された１組の正極性の階調電圧が記号Ｇ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている
。
【００４４】
　一方、階調電圧ライン群１２６４には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１
組の負極性の階調電圧が供給される。図４Ａにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従っ
て生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示されている。同様に、階
調電圧ライン群１２６５には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性
の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群１２６３には、Ｂ副画素のガンマカーブに従っ
て生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。Ｇ副画素のガンマカーブに従って生
成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｇ（－）によって示されており、Ｂ副画素のガン
マカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｂ（－）によって示されてい
る。
【００４５】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ１２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成され
た１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ
１２７２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階
調電圧ライン群１２６４から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ１２７３には、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６

２から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７４には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成
された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６５から供給される。更に、Ｄ／
Ａコンバータ１２７５には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の
階調電圧が階調電圧ライン群１２６３から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７６には、Ｂ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１
２６６から供給される。
【００４６】
　加えて、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６には、それぞれ、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２
＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが供給される。Ｄ
／Ａコンバータ１２７１～１２７６は、それぞれに供給される１組の階調電圧のうちから
、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電
圧に対応する駆動電圧を出力する。ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ１２７１、１２
７３、１２７５には正極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ１２７１、１
２７３、１２７５からは正極性の駆動電圧が出力されることになる。一方、偶数番目のＤ
／Ａコンバータ１２７２、１２７４、１２７５には負極性の階調電圧が供給されるから、
Ｄ／Ａコンバータ１２７２、１２７４、１２７６からは負極性の駆動電圧が出力されるこ
とになる。
【００４７】
　更に、スイッチ回路１２８のストレートスイッチ１２９がオンされ、これにより、Ｄ／
Ａコンバータ１２７１～１２７６が、それぞれ、ソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。こ
の結果、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１が、それ
ぞれ、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６によって駆動される。奇数番目のＤ／Ａコン
バータ１２７１、１２７３、１２７５にそれぞれに接続される副画素Ｒ１＿１、Ｇ２＿１
、Ｂ３＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２、１
２７４、１２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ４＿１は、負極性
の駆動電圧で駆動されることになる。
【００４８】
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　ここで、３つの色（赤色、緑色、青色）のそれぞれについて、正極性及び負極性の駆動
電圧が同時に出力されていることに留意されたい。赤色については、Ｒ副画素Ｒ１＿１が
正極性の駆動電圧で駆動され、Ｒ副画素Ｒ２＿１が負極性の駆動電圧で駆動される。また
、緑色については、Ｇ副画素Ｇ２＿１が正極性の駆動電圧で駆動され、Ｇ副画素Ｇ３＿１
が負極性の駆動電圧で駆動される。更に、青色については、Ｂ副画素Ｂ３＿１が正極性の
駆動電圧で駆動され、Ｂ副画素Ｂ４＿１が負極性の駆動電圧で駆動される。これは、副画
素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１を駆動する駆動電圧の
生成のために、６組の階調電圧が必要であることを意味している。
【００４９】
　図４Ｂは、第１水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１００の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、１０
９２、１０９３、１０９６、１０９７、１０９１０、１０９１１がオンされ、スイッチ１
０９１、１０９４、１０９５、１０９８、１０９９、１０９１２はオフされる。各スイッ
チ回路１０８は、それに接続されている４本のソース線１０４のうちの中央の２本のソー
ス線１０４を、ＬＣＤドライバ１０２の対応するソース出力に接続することになる。即ち
、ソース線１０４２、１０４３、１０４６、１０４７、１０４１０、１０４１１が、それ
ぞれ、ＬＣＤドライバ１０２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【００５０】
　一方、ＬＣＤドライバ１０２においては、階調電圧ライン群１２６１、１２６２、１２
６３に、それぞれ、Ｂ副画素、Ｒ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１
組の正極性の階調電圧が供給される。一方、階調電圧ライン群１２６４、１２６５、１２
６６には、それぞれ、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の負極性の階調電圧が供給される。
【００５１】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ１２７１には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成され
た１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ
１２７２には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階
調電圧ライン群１２６４から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ１２７３には、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６

２から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７４には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成
された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６５から供給される。更に、Ｄ／
Ａコンバータ１２７５には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の
階調電圧が階調電圧ライン群１２６３から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７６には、Ｒ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１
２６６から供給される。
【００５２】
　加えて、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６には、それぞれ、副画素Ｂ１＿１、Ｇ１
＿１、Ｒ３＿１、Ｂ２＿１、Ｇ４＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが供給される。Ｄ
／Ａコンバータ１２７１～１２７６は、それぞれに供給される１組の階調電圧のうちから
、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電
圧に対応する駆動電圧を出力する。
【００５３】
　更に、各スイッチ回路１２８のクロススイッチ１３０がオンされる。これにより、Ｄ／
Ａコンバータ１２７１、１２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１に接続される。ま
た、Ｄ／Ａコンバータ１２７３、１２７４が、それぞれ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３に接続さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ１２７５、１２７６が、それぞれ、ソース出力Ｓ６、Ｓ５に接続さ
れる。この結果、副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｒ３＿１、Ｂ２＿１、Ｇ４＿１、Ｒ４＿１
が、それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６によって駆動される。奇数番目のＤ
／Ａコンバータ１２７１、１２７３、１２７５にそれぞれに接続される副画素Ｂ１＿１、
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Ｒ３＿１、Ｇ４＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２
７２、１２７４、１２７６にそれぞれ接続される副画素Ｇ１＿１、Ｂ２＿１、Ｒ４＿１は
、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【００５４】
　図４Ｃ、図４Ｄを参照して、第２水平同期期間においては、ゲート線１０３２（Ｇａｔ
ｅ２）がアサートされ、ゲート線１０３２（Ｇａｔｅ２）に接続された副画素が選択され
る。
【００５５】
　図４Ｃは、第２水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１００の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされる。これにより、スイ
ッチ１０９１、１０９４、１０９５、１０９８、１０９９、１０９１２がオンされ、スイ
ッチ１０９２、１０９３、１０９６、１０９７、１０９１０、１０９１１がオフされる。
即ち、ソース線１０４１、１０４４、１０４５、１０４８、１０４９、１０４１２が、そ
れぞれ、ＬＣＤドライバ１０２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【００５６】
　一方、ＬＣＤドライバ１０２においては、階調電圧ライン群１２６１、１２６２、１２
６３に、それぞれ、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１
組の正極性の階調電圧が供給される。一方、階調電圧ライン群１２６４、１２６５、１２
６６には、それぞれ、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の負極性の階調電圧が供給される。
【００５７】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ１２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成され
た１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ
１２７２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階
調電圧ライン群１２６４から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ１２７３には、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６

２から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７４には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成
された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６５から供給される。更に、Ｄ／
Ａコンバータ１２７５には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の
階調電圧が階調電圧ライン群１２６３から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７６には、Ｂ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１
２６６から供給される。
【００５８】
　加えて、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６には、それぞれ、副画素Ｒ２＿２、Ｒ１
＿２、Ｇ３＿２、Ｇ２＿２、Ｂ４＿２、Ｂ３＿２に対応する画素データが供給される。Ｄ
／Ａコンバータ１２７１～１２７６は、それぞれに供給される１組の階調電圧のうちから
、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電
圧に対応する駆動電圧を出力する。
【００５９】
　更に、各スイッチ回路１２８のクロススイッチ１３０がオンされる。これにより、Ｄ／
Ａコンバータ１２７１、１２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１に接続される。ま
た、Ｄ／Ａコンバータ１２７３、１２７４が、それぞれ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３に接続さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ１２７５、１２７６が、それぞれ、ソース出力Ｓ６、Ｓ５に接続さ
れる。この結果、副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｇ３＿２、Ｇ２＿２、Ｂ４＿２、Ｂ３＿２
が、それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６によって駆動される。奇数番目のＤ
／Ａコンバータ１２７１、１２７３、１２７５にそれぞれに接続される副画素Ｒ２＿２、
Ｇ３＿２、Ｂ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２
７２、１２７４、１２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ１＿２、Ｇ２＿２、Ｂ３＿２は
、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
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【００６０】
　図４Ｄは、第２水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１００の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ１０９２、１０９３、１０９６、１０９７、１０９１０、１０９１１がオンされ、ス
イッチ１０９１、１０９４、１０９５、１０９８、１０９９、１０９１２はオフされる。
即ち、ソース線１０４２、１０４３、１０４６、１０４７、１０４１０、１０４１１が、
それぞれ、ＬＣＤドライバ１０２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【００６１】
　一方、ＬＣＤドライバ１０２においては、階調電圧ライン群１２６１、１２６２、１２
６３に、それぞれ、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１
組の正極性の階調電圧が供給される。一方、階調電圧ライン群１２６４、１２６５、１２
６６には、それぞれ、Ｂ副画素、Ｒ副画素、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の負極性の階調電圧が供給される。
【００６２】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ１２７１には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成され
た１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ
１２７２には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階
調電圧ライン群１２６４から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ１２７３には、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６

２から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７４には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成
された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１２６５から供給される。更に、Ｄ／
Ａコンバータ１２７５には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の
階調電圧が階調電圧ライン群１２６３から供給され、Ｄ／Ａコンバータ１２７６には、Ｇ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群１
２６６から供給される。
【００６３】
　加えて、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６には、それぞれ、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１
＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｒ４＿２、Ｇ４＿２に対応する画素データが供給される。Ｄ
／Ａコンバータ１２７１～１２７６は、それぞれに供給される１組の階調電圧のうちから
、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電
圧に対応する駆動電圧を出力する。
【００６４】
　更に、スイッチ回路１２８のストレートスイッチ１２９がオンされ、これにより、Ｄ／
Ａコンバータ１２７１～１２７６が、それぞれ、ソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。こ
の結果、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｒ４＿２、Ｇ４＿２が、それ
ぞれ、Ｄ／Ａコンバータ１２７１～１２７６によって駆動される。奇数番目のＤ／Ａコン
バータ１２７１、１２７３、１２７５にそれぞれに接続される副画素Ｇ１＿２、Ｂ２＿２
、Ｒ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目のＤ／Ａコンバータ１２７２、１
２７４、１２７６にそれぞれ接続される副画素Ｂ１＿２、Ｒ３＿２、Ｇ４＿２は、負極性
の駆動電圧で駆動されることになる。
【００６５】
　以上に説明されている液晶表示装置１００の構成及び動作の一つの問題点は、階調電圧
発生回路部２５の回路規模、及び、Ｄ／Ａコンバータ１２７に階調電圧を供給する階調電
圧ラインの数が多いことである。これは、ＬＣＤドライバ２のチップサイズを増大させて
しまう。
【００６６】
　この問題は、ＬＣＤパネル１０１の各副画素を駆動するために、６組の階調電圧を同時
に供給しなければならないことに関係している。第１水平期間、第２水平期間それぞれの
駆動期間の前半期間、後半期間のいずれにおいても、３つの色（赤色、緑色、青色）のそ
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れぞれについて、正極性及び負極性の駆動電圧が同時に出力されていることに留意された
い。例えば、第１水平期間の駆動期間の前半期間についてみれば、赤色については、Ｒ副
画素Ｒ１＿１が正極性の駆動電圧で駆動され、Ｒ副画素Ｒ２＿１が負極性の駆動電圧で駆
動される。また、緑色については、Ｇ副画素Ｇ２＿１が正極性の駆動電圧で駆動され、Ｇ
副画素Ｇ３＿１が負極性の駆動電圧で駆動される。更に、青色については、Ｂ副画素Ｂ３
＿１が正極性の駆動電圧で駆動され、Ｂ副画素Ｂ４＿１が負極性の駆動電圧で駆動される
。これは、第１水平期間の駆動期間の前半期間において副画素に供給される駆動電圧の生
成のために、６組の階調電圧が必要であることを意味している。
【００６７】
　発明者は、２分割駆動について検討した結果、同時に供給すべき階調電圧の組の数を低
減することを見出した。以下の実施形態では、同時に生成すべき階調電圧の組の数を低減
し、これにより、階調電圧発生回路部の回路規模、及び、階調電圧ラインの数を低減する
ための手法が提示される。
【００６８】
（第１の実施形態）
　図５は、本発明の第１の実施形態の液晶表示装置１０の構成の例を示すブロック図であ
る。液晶表示装置１０は、ＬＣＤパネル１と、ＬＣＤドライバ２とを備えている。
【００６９】
　ＬＣＤパネル１には、ゲート線３と、ソース線４と、画素５と、ゲート線ドライブ回路
（ＧＩＰ（gate　in　panel）回路とも呼ばれる）６と、パネル入力端子７と、スイッチ
回路８とが集積化されている。なお、以下では、１２本のソース線４に対応する構造につ
いて説明するが、実際には、ＬＣＤパネル１には、１２本のソース線４を含む構造を一単
位として、より多数のソース線４が設けられることに留意されたい。
【００７０】
　各画素５は、同一のゲート線３に接続されたＲ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素を備えてい
る。図５においては、Ｒ副画素は、記号Ｒｉ＿ｊによって参照され、Ｇ副画素は、記号Ｇ
ｉ＿ｊによって参照され、Ｂ副画素は、記号Ｂｉ＿ｊによって参照されている。ここで、
ｉ、ｊは、いずれも、自然数であり、接続されるソース線、ゲート線を示すインデックス
である。各副画素は、一のゲート線３、一のソース線４に接続されている。詳細には、Ｒ
副画素Ｒｉ＿ｊは、ソース線４３ｉ－２及びゲート線３ｊに接続され、Ｇ副画素Ｇｉ＿ｊ
は、ソース線４３ｉ－１及びゲート線３ｊに接続され、ソース線４３ｉ－２及びゲート線
３ｊに接続され、Ｂ副画素Ｂｉ＿ｊは、ソース線４３ｉ及びゲート線３ｊに接続されてい
る。
【００７１】
　図６は、各副画素の構成を概念的に示す回路図である。Ｒ副画素Ｒｉ＿ｊは、ＴＦＴ（
thin　film　transistor）５１と、画素電極５２を備えている。ＴＦＴ５１は、そのゲー
トがゲート線３ｊに接続され、ソースがソース線４３ｉ－２に接続され、ドレインが画素
電極５２に接続されている。画素電極５２は、ＬＣＤパネル１の対向電極５３に対向して
おり、画素電極５２と対向電極５３の間には液晶が満たされる。対向電極５３は、共通電
位ＶＣＯＭに維持される。Ｇ副画素Ｇｉ＿ｊ、Ｂ副画素Ｂｉ＿ｊも同様の構成を有してい
る。
【００７２】
　図５に戻り、ゲート線ドライブ回路６は、ＬＣＤドライバ２から供給されるゲート制御
信号ＳＧＩＰに応答して、ゲート線３を駆動する。
【００７３】
　各スイッチ回路８は、４本のソース線４と２つのパネル入力端子７とに接続されており
、ソース線４を選択的にパネル入力端子７に接続する機能を有している。図５には、３つ
のスイッチ回路８が図示されている。各スイッチ回路８は、４つのスイッチ９を備えてい
る。より具体的には、スイッチ回路８１は、スイッチ９１～９４を備えており、スイッチ
回路８２は、スイッチ９５～９８を備えており、スイッチ回路８３は、スイッチ９９～９
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１２を備えている。奇数番目のスイッチ９２ｐ－１は、パネル入力端子７ｐと奇数番目の
ソース線４２ｐ－１の間に接続され、偶数番目のスイッチ９２ｐは、パネル入力端子７ｐ

と偶数番目のソース線４２ｐの間に接続される（ｐは、自然数）。
【００７４】
　スイッチ９の制御には、ＬＣＤドライバ２から供給される１対のスイッチ制御信号ＳＳ
Ｗ１、ＳＳＷ２が用いられる。隣接する２つのスイッチ９２ｐ－１、９２ｐの一方は、ス
イッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、他方は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２によって
制御される。これにより、隣接する２つのスイッチ９２ｐ－１、９２ｐは、隣接する２本
のソース線４２ｐ－１、４２ｐを選択し、選択された一方のソース線４をパネル入力端子
７ｐに電気的に接続することになる。
【００７５】
　ここで、本実施形態では、１２本のソース線４に対応して設けられる３つのスイッチ回
路８１～８３のうち、１つのスイッチ回路８と他の２つのスイッチ回路８との間で、スイ
ッチ９とソース線４との接続関係が異なっている。詳細には、スイッチ回路８１、８３は
、それぞれに接続される４本のソース線４のうち、両端のソース線４に接続されるスイッ
チ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、中間の２本のソース線４に接続され
るスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御される。より具体的には、スイッ
チ回路８１のスイッチ９１、９４は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１を供給する制御信号線８
ａに接続され、スイッチ９２、９３は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２を供給する制御信号線
８ｂに接続される。同様に、スイッチ回路８３のスイッチ９９、９１２は、スイッチ制御
信号ＳＳＷ１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９１０、９１１は、スイッ
チ制御信号ＳＳＷ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。
【００７６】
　一方、スイッチ回路８２は、それに接続される４本のソース線４のうち、中間の２本の
ソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、両端
の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御さ
れる。より具体的には、スイッチ回路８２のスイッチ９６、９７は、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９５、９８は、スイッチ制御信号
ＳＳＷ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。
【００７７】
　スイッチ制御信号ＳＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされ
ると、スイッチ回路８１、８３については、両端のソース線４に接続されるスイッチ９が
オンされ、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がオフされる。即ち、スイッ
チ回路８１、８３のスイッチ９１、９４、９９、９１２がオンされ、スイッチ９２、９３

、９１０、９１１がオフされる。一方、スイッチ回路８２については、中央の２本のソー
ス線４６、４７に接続されるスイッチ９６、９７がオンされ、両端の２本のソース線４５

、４８に接続されるスイッチ９５、９８がオフされる。
【００７８】
　一方、スイッチ制御信号ＳＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサー
トされると、スイッチ回路８１、８３については、中央の２本のソース線４に接続される
スイッチ９がオンされ、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がオフされる。即ち、
スイッチ回路８１、８３のスイッチ９２、９３、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９

１、９４、９９、９１２がオフされる。一方、スイッチ回路８２については、両端の２本
のソース線４５、４８に接続されるスイッチ９５、９８がオンされ、中央の２本のソース
線４６、４７に接続されるスイッチ９６、９７がオフされる。
【００７９】
　後に詳細に説明するように、このような構成のＬＣＤパネル１は、副画素を駆動するた
めに同時に供給すべき駆動電圧の種類の数を４に低減することができ、同時に生成すべき
階調電圧の組の数を４まで低減することができる。これは、階調電圧発生回路部の回路規
模、及び、階調電圧ラインの数を低減可能にする点で有用である。
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【００８０】
　なお、後述の実施形態で詳細に説明されるように、３つのスイッチ回路８１～８３のう
ちのいずれのスイッチ回路８が、それに接続される４本のソース線４のうち、中間の２本
のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、両
端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御
されるスイッチ回路であってもよい。この場合、他の２つのスイッチ回路８は、それぞれ
に接続される４本のソース線４のうち、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がスイ
ッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ
９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御されるようなスイッチ回路として構成される
。
【００８１】
　ＬＣＤドライバ２は、様々な電圧及び信号を供給してＬＣＤパネル１を駆動する。詳細
には、ＬＣＤドライバ２は、ゲート線ドライブ回路６によって選択されたゲート線３、及
び、スイッチ回路８によって選択されたソース線４に接続された副画素（Ｒ副画素、Ｇ副
画素、Ｂ副画素）に駆動電圧を供給して該副画素を駆動する。また、ＬＣＤドライバ２は
、ゲート線ドライブ回路６にゲート制御信号ＳＧＩＰを供給すると共に、スイッチ回路８
の各スイッチ９を制御するスイッチ制御信号ＳＳＷ１、ＳＳＷ２を供給する。更に、ＬＣ
Ｄドライバ２は、ＬＣＤパネル１の対向電極を共通電位ＶＣＯＭに駆動する。
【００８２】
　図７は、ＬＣＤドライバ２の構成の一例を示すブロック図である。ＬＣＤドライバ２は
、インターフェース回路１１と、ソース駆動部１２と、パネルインターフェース回路１３
と、レジスタ回路１４と、タイミングジェネレータ１５と、電源回路１６とを備えている
。
【００８３】
　インターフェース回路１１は、外部装置（例えば、ＣＰＵ（central　processing　uni
t））とＬＣＤドライバ２の間の通信を行うための回路である。インターフェース回路１
１は、外部装置から画素データＤＰＩＸＥＬ及びＬＣＤドライバ２を制御するコマンドを
受け取る。画素データＤＰＩＸＥＬとは、ＬＣＤパネル１の各画素の各副画素の階調を示
すデータである。インターフェース回路１１は、受け取った画素データＤＰＩＸＥＬを順
次にラインラッチ回路２１に送り、また、受け取ったコマンドをレジスタ回路１４に書き
込む。更に、インターフェース回路１１は、レジスタ回路１４から読み出したコマンド及
びパラメータを外部装置に送信する機能も有している。
【００８４】
　ソース駆動部１２は、画素データＤＰＩＸＥＬに応答してＬＣＤパネル１のソース線４
を駆動する回路群である。ソース駆動部１２は、ＬＣＤパネル１の各パネル入力端子７に
接続されるソース出力を有しており、パネル入力端子７ｉに接続されるソース出力が、記
号Ｓｉとして図示されている。後に詳細に説明するように、ソース駆動部１２は、ライン
ラッチ回路２１、２２、セレクタ回路２３、ソース線駆動回路２４及び階調電圧発生回路
部２５を備えている。
【００８５】
　パネルインターフェース回路１３は、ゲート線ドライブ回路６を制御するゲート制御信
号ＳＧＩＰを供給すると共に、スイッチ回路８の各スイッチ９を制御するスイッチ制御信
号ＳＳＷ１、ＳＳＷ２を供給する。
【００８６】
　レジスタ回路１４は、コマンドレジスタ１４ａとパラメータレジスタ１４ｂとを備えて
いる。コマンドレジスタ１４ａは、ＬＣＤドライバ２の動作を制御するコマンドを格納す
る。パラメータレジスタ１４ｂは、コマンドレジスタ１４ａに格納されたコマンドから生
成された各種パラメータを保持する。パラメータレジスタ１４ｂに保持されている各種パ
ラメータは、タイミングジェネレータ１５に供給され、タイミングジェネレータ１５の制
御に用いられる。
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【００８７】
　タイミングジェネレータ１５は、ＬＣＤドライバ２の各回路（例えば、ソース駆動部１
２、パネルインターフェース回路１３、及び電源回路１６）に各種のタイミング制御信号
を供給してタイミング制御を行う。このタイミング制御は、パラメータレジスタ１４ｂに
保持されている各種パラメータに応答して行われる。
【００８８】
　電源回路１６は、外部から供給される外部電源電圧からＬＣＤドライバ２の各回路（例
えば、パネルインターフェース回路１３、ソース線駆動回路２４、及び階調電圧発生回路
部２５）において使用される各種の電源電圧を生成し、各回路に供給する。
【００８９】
　図８は、ＬＣＤドライバ２のソース駆動部１２の構成を示すブロック図である。以下で
は、ソース駆動部１２のうち、１２本のソース線４を駆動する回路部分の構成について説
明するが、実際には、ソース駆動部１２は、より多数のソース線４を駆動可能に構成され
ることに留意されたい。
【００９０】
　上述のように、ソース駆動部１２は、ラインラッチ回路２１、２２と、セレクタ回路２
３と、ソース線駆動回路２４と、階調電圧発生回路部２５とを備えている。
【００９１】
　ラインラッチ回路２１は、インターフェース回路１１から順次に送られてくる画素デー
タＤＰＩＸＥＬをラッチする回路であり、各ソース線４に対応するラッチを備えている。
図８では、各ソース線４ｉに対応するラインラッチ回路２１のラッチは、符号２１ｉで参
照されている。ソース線４ｉに接続された副画素に対応する画素データＤＰＩＸＥＬがラ
ッチ２１ｉに記憶される。
【００９２】
　ラインラッチ回路２２は、ラッチ信号ＳＴＢに応答してラインラッチ回路２１から画素
データをラッチする回路であり、各ソース線４に対応するラッチを備えている。図８では
、各ソース線４ｉに対応するラインラッチ回路２２のラッチは、符号２２ｉで参照されて
いる。各水平同期期間のブランキング期間にラッチ信号ＳＴＢがアサートされると、各ソ
ース線４ｉに対応する画素データがラッチ２２ｉに格納される。各ソース線４ｉは、各水
平同期期間のブランキング期間にラッチ信号ＳＴＢがアサートされたときにラッチ２２ｉ

に格納された画素データに応答して駆動される。
【００９３】
　セレクタ回路２３は、ラインラッチ回路２２に格納された画素データのうち、ソース線
駆動回路２４に送られるべき画素データを選択するセレクタを備えている。ラインラッチ
回路２２の隣接する２つのラッチに対して１つのセレクタがセレクタ回路２３に設けられ
ている。ラインラッチ回路２２の隣接する２つのラッチ２２２ｐ－１、２２２ｐに対応す
るセレクタは、符号２３ｐで参照されており、セレクタ２３ｐは、ラッチ２２２ｐ－１、
２２２ｐに格納された画素データを選択的にソース線駆動回路２４に送る。本実施形態で
は、各水平同期期間の駆動期間が前半期間（第１期間）及び後半期間（第２期間）に分割
されており、前半期間においては、前半期間に駆動されるべき副画素（即ち、ソース線４
）に対応する画素データがラインラッチ回路２２の各セレクタによって選択されてソース
線駆動回路２４に送られる。同様に、後半期間においては、後半期間に駆動されるべき副
画素（即ち、ソース線４）に対応する画素データが選択されてソース線駆動回路２４に送
られる。
【００９４】
　ソース線駆動回路２４は、階調電圧発生回路部２５から供給される４組の階調電圧を利
用してセレクタ回路２３から送られてくる画素データに記述された階調に対応する駆動電
圧を生成し、生成した駆動電圧を各ソース出力から出力する。ソース線駆動回路２４の構
成については、後に詳細に説明する。
【００９５】
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　階調電圧発生回路部２５は、４組の階調電圧を生成し、それぞれ、階調電圧ライン群２
６１～２６４を介してソース線駆動回路２４に供給する。ここで、１組の階調電圧は、副
画素の階調数と同数の互いに異なる階調電圧（例えば、各副画素に許容される階調数が２
５６の場合には、２５６の階調電圧）で構成される。図２に図示されている構成では、６
組の階調電圧が、６つの階調電圧ライン群１２６１～１２６６を介してソース線駆動回路
１２４に供給されているが、図８に図示されている構成では、４つの階調電圧ライン群２
６１～２６４しか設けられていないことに留意されたい。
【００９６】
　図９は、階調電圧発生回路部２５の構成を示すブロック図である。階調電圧発生回路部
２５は、それぞれが１組の階調電圧を生成する４つの階調電圧発生回路２５１～２５４を
備えている。階調電圧発生回路２５１は、各副画素に許容される階調数と同数（本実施形
態では２５６）の階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１を生成し、生成した階調電圧Ｖ０＿１
～Ｖ２５５＿１を、階調電圧ライン群２６１を介してソース線駆動回路２４に供給する。
ここで、階調電圧ライン群２６１は、それぞれ、階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１を供給
する２５６本の階調電圧ラインで構成されている。同様に、階調電圧発生回路２５２は、
階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２を生成し、生成した階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２を
、階調電圧ライン群２６３を介してソース線駆動回路２４に供給する。また、階調電圧発
生回路２５３は、階調電圧Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３を生成し、生成した階調電圧Ｖ０＿２
～Ｖ２５５＿２を、階調電圧ライン群２６３を介してソース線駆動回路２４に供給する。
更に、階調電圧発生回路２５４は、階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４を生成し、生成した
階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４を、階調電圧ライン群２６４を介してソース線駆動回路
２４に供給する。
【００９７】
　ここで、階調電圧発生回路２５１、２５２は、正極性の階調電圧（即ち、共通電位ＶＣ

ＯＭより電圧レベルが高い階調電圧）を生成する。即ち、階調電圧発生回路２５１によっ
て生成される階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１、及び、階調電圧発生回路２５２によって
生成される階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２は、正極性の階調電圧である。
【００９８】
　一方、階調電圧発生回路２５３、２５４は、負極性の階調電圧（即ち、共通電位ＶＣＯ

Ｍより電圧レベルが低い階調電圧）を生成する。即ち、階調電圧発生回路２５３によって
生成される階調電圧Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３、及び、階調電圧発生回路２５４によって生
成される階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４は、負極性の階調電圧である。
【００９９】
　ここで、各階調電圧発生回路２５ｉは、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブ
のいずれに対応する階調電圧も発生可能であるように構成されている。例えば、階調電圧
発生回路２５１は、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブから選択されたガンマ
カーブに従って階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１を生成可能であるように構成されている
。階調電圧発生回路２５２～２５４についても同様である。
【０１００】
　図１０は、各階調電圧発生回路２５ｉの構成を示す回路図である。各階調電圧発生回路
２５ｉは、入力側ラダー抵抗３１と、トーナメント回路３２と、オペアンプ３３１～３３

ｍと、出力側ラダー抵抗３４と、レジスタ／セレクタ回路３５１、３５２を備えている。
【０１０１】
　入力側ラダー抵抗３１は、その一端が可変抵抗３５を介して電源電圧ＶＰＩＶＬが供給
される電源端子３６に接続され、他端が可変抵抗３７を介して接地端子３８に接続されて
いる。入力側ラダー抵抗３１は、電源電圧ＶＰＩＶＬの抵抗分割により、各ノードに異な
る電圧を生成する。
【０１０２】
　トーナメント回路３２は、入力側ラダー抵抗３１の各ノードに生成された電圧からオペ
アンプ３３１～３３ｍに供給される電圧を選択する。トーナメント回路３２は、レジスタ
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／セレクタ回路３２１～３２ｍを備えており、レジスタ／セレクタ回路３２１～３２ｍは
、それぞれ、選択した電圧をオペアンプ３３１～３３ｍに供給する。後述されるように、
レジスタ／セレクタ回路３２１～３２ｍは、レジスタを備えており、そのレジスタの設定
により、オペアンプ３３１～３３ｍに供給される電圧を変更可能である。
【０１０３】
　オペアンプ３３１～３３ｍは、それぞれ、ボルテッジフォロアとして動作し、レジスタ
／セレクタ回路３２１～３２ｍから受け取った電圧と同一の電圧を出力する。
【０１０４】
　出力側ラダー抵抗３４は、オペアンプ３３１の出力とオペアンプ３３ｍの出力の間に接
続されており、抵抗分割によって各ノードに様々な電圧を生成する。オペアンプ３３２～
３３ｍ－１は、出力側ラダー抵抗３４の中間の位置に接続される。
【０１０５】
　レジスタ／セレクタ回路３５１は、出力側ラダー抵抗３４のオペアンプ３３１、３３２

の出力の間の部分に接続されており、当該部分の各ノードに生成された電圧から、最終的
に階調電圧として使用されるべき電圧を選択する。同様に、レジスタ／セレクタ回路３５

２は、出力側ラダー抵抗３４のオペアンプ３３ｍ－１、３３ｍの出力の間の部分に接続さ
れており、当該部分の各ノードに生成された電圧から、最終的に階調電圧として使用され
るべき電圧を選択する。レジスタ／セレクタ回路３５１、３５２は、いずれも、レジスタ
を有しており、階調電圧として使用される電圧（即ち、レジスタ／セレクタ回路３５１、
３５２から出力される電圧）は、そのレジスタに保持されているレジスタ値によって調節
可能である。
【０１０６】
　出力側ラダー抵抗３４の様々なノードに生成される電圧、及び、レジスタ／セレクタ回
路３５１、３５２から出力される電圧が、階調電圧Ｖ０＿ｉ～Ｖ２５５＿ｉとして用いら
れ、階調電圧ライン群２６ｉに供給される。ここで、図１０の構成では、レジスタ／セレ
クタ回路３５１から３つの電圧が出力され、階調電圧Ｖ１＿ｉ～Ｖ３＿ｉとして用いられ
る。同様に、レジスタ／セレクタ回路３５２から３つの電圧が出力され、階調電圧Ｖ２５
２＿ｉ～Ｖ２５４＿ｉとして用いられる。ここで、階調電圧Ｖ０＿ｉ～Ｖ２５５＿ｉの一
部は、オペアンプ３３１～３３ｍから出力される電圧と一致していても良い。図１０の構
成では、階調電圧Ｖ０＿ｉ、Ｖ４＿ｉ、Ｖ１１＿ｉが、それぞれ、オペアンプ３３１、３
３２、３３３から出力される電圧に一致しており、階調電圧Ｖ２５１＿ｉ、Ｖ２５５＿ｉ
が、それぞれ、オペアンプ３３ｍ－１、３３ｍから出力される電圧に一致している。
【０１０７】
　図１１は、各レジスタ／セレクタ回路３２ｊの構成を示す回路図である。図１１におい
ては、入力側ラダー抵抗３１から各レジスタ／セレクタ回路３２ｊに供給されるα個の電
圧が、ＶＩＮ１＿ｊ～ＶＩＮα＿ｊとして図示されている。
【０１０８】
　各レジスタ／セレクタ回路３２ｊは、３つのレジスタ４１１～４１３と、スイッチ（選
択手段）４２と、セレクタ４３とを備えている。３つのレジスタ４１１～４１３は、いず
れも、セレクタ４３の動作を制御するレジスタ値を保持する。スイッチ４２は、レジスタ
４１１～４１３を選択し、選択されたレジスタに保持されているレジスタ値をセレクタ４
３に供給する。セレクタ４３は、供給されたレジスタ値に応答して、電圧ＶＩＮ１＿ｊ～
ＶＩＮα＿ｊのうちのいずれかをオペアンプ３３ｊに供給する。
【０１０９】
　ここで、階調電圧発生回路２５１、２５２のレジスタ／セレクタ回路３２１～３２ｍの
レジスタ４１１は、Ｒ副画素のガンマカーブに対応する正極性の階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ
２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）を生成するときに用いられるレジスタ値を格納
する。同様に、各階調電圧発生回路２５１、２５２のレジスタ／セレクタ回路３２１～３
２ｍのレジスタ４１２、４１３は、それぞれ、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに対応
する正極性の階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）を生成す
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るときに用いられるレジスタ値を格納する。
【０１１０】
　一方、階調電圧発生回路２５３、２５４のレジスタ／セレクタ回路３２１～３２ｍのレ
ジスタ４１１は、Ｒ副画素のガンマカーブに対応する負極性の階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２
５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）を生成するときに用いられるレジスタ値を格納す
る。同様に、各階調電圧発生回路２５３、２５４のレジスタ／セレクタ回路３２１～３２

ｍのレジスタ４１２、４１３は、それぞれ、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブに対応す
る負極性の階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）を生成する
ときに用いられるレジスタ値を格納する。
【０１１１】
　各階調電圧発生回路２５ｉにおいて、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素のガンマカーブの
いずれに対応する階調電圧を発生するかの切り替えは、レジスタ／セレクタ回路３２１～
３３ｍのそれぞれにおいて、セレクタ４３に供給すべきレジスタ値をスイッチ４２によっ
て選択することによって行われる。例えば、階調電圧発生回路２５１をＲ副画素のガンマ
カーブに対応する正極性の階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１を出力するように設定するた
めには、階調電圧発生回路２５１のレジスタ／セレクタ回路３２１～３３ｍのそれぞれに
おいて、スイッチ４２によってレジスタ４１１が選択される。また、階調電圧発生回路２
５１をＧ副画素のガンマカーブに対応する正極性の階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１を出
力するように設定するためには、階調電圧発生回路２５１のレジスタ／セレクタ回路３２

１～３３ｍのそれぞれにおいて、スイッチ４２によってレジスタ４１２が選択される。更
に、階調電圧発生回路２５１をＢ副画素のガンマカーブに対応する正極性の階調電圧Ｖ０
＿１～Ｖ２５５＿１を出力するように設定するためには、階調電圧発生回路２５１のレジ
スタ／セレクタ回路３２１～３３ｍのそれぞれにおいて、スイッチ４２によってレジスタ
４１３が選択される。他の階調電圧発生回路２５ｉについても同様である。
【０１１２】
　図８を再度に参照して、ソース線駆動回路２４は、Ｄ／Ａコンバータ２７と、スイッチ
回路２８とを備えている。ソース出力Ｓ１、Ｓ２に対応するＤ／Ａコンバータ２７１、２
７２及びスイッチ回路２８１は、駆動回路部４０１を構成している。同様に、ソース出力
Ｓ３、Ｓ４に対応するＤ／Ａコンバータ２７３、２７４及びスイッチ回路２８２は、駆動
回路部４０２を構成しており、ソース出力Ｓ５、Ｓ６に対応するＤ／Ａコンバータ２７５

、２７６及びスイッチ回路２８３は、駆動回路部４０３を構成している。ここで、図１２
から理解されるように、駆動回路部４０１は、ソース出力Ｓ１、Ｓ２に接続されたスイッ
チ回路８１に接続される回路部である。同様に、駆動回路部４０２は、ソース出力Ｓ３、
Ｓ４に接続されたスイッチ回路８２に接続される回路部であり、駆動回路部４０３は、ソ
ース出力Ｓ３、Ｓ４に接続されたスイッチ回路８２に接続される回路部である。
【０１１３】
　図８に戻り、各Ｄ／Ａコンバータ２７ｉは、それぞれに供給される階調電圧のうちから
、セレクタ回路２３の各セレクタ２３ｉから受け取った画素データに指定されている階調
に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する（基本的には同一電圧レベル
の）駆動電圧を出力する。
【０１１４】
　ここで、駆動回路部４０１、４０３（即ち、スイッチ回路８１、８３に接続される駆動
回路部）のＤ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６は、いずれも、１組の階調
電圧を受け取り、受け取った階調電圧のうちから画素データに指定されている階調に対応
する階調電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ２７１は、階調
電圧ライン群２６１から供給された階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１のうち、セレクタ２
３１から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ
／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３から供給された階調電圧Ｖ０＿３～Ｖ
２５５＿３のうち、セレクタ２３２から受け取った画素データに指定されている階調に対
応する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６２から供
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給された階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２のうち、セレクタ２３５から受け取った画素デ
ータに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７６は、
階調電圧ライン群２６４から供給された階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４のうち、セレク
タ２３６から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する
。
【０１１５】
　一方、駆動回路部４０２（即ち、スイッチ回路８２に接続される駆動回路部）のＤ／Ａ
コンバータ２７３、２７４は、それぞれに２組の階調電圧が供給され、２組の階調電圧の
うちの一方の組の階調電圧のうちから、画素データに指定されている階調に対応する階調
電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライ
ン群２６１、２６２の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電
圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）のうちから、セレクタ２３３

から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。一方、
Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３、２６４の一方を選択し、選択され
た階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ
２５５＿４）のうちから、セレクタ２３４から受け取った画素データに指定されている階
調に対応する階調電圧を選択する。
【０１１６】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には、正極性の階調電圧
（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１及び／又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）が供給されるから、奇数
番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５は、正極性の駆動電圧を出力することに
なる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には、負極性の階調電
圧（Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３及び／又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）が供給されるから、偶
数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５は、負極性の駆動電圧を出力すること
になる。
【０１１７】
　各スイッチ回路２８ｐは、隣接する２つのＤ／Ａコンバータ２７２ｐ－１、２７２ｐの
出力の一方を、奇数番目のソース出力Ｓ（２ｐ－１）に接続し、他方を偶数番目のソース
出力Ｓ（２ｐ）に接続する機能を有している。詳細には、各スイッチ回路２８ｐは、２つ
のストレートスイッチ２９２ｐ－１、２９２ｐと２つのクロススイッチ３０２ｐ－１、３
０２ｐを備えている。奇数番目のストレートスイッチ２９２ｐ－１は、奇数番目のソース
出力Ｓ（２ｐ－１）と奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７２ｐ－１の出力の間に接続され、
偶数番目のストレートスイッチ２９２ｐは、偶数番目のソース出力Ｓ（２ｐ）と偶数番目
のＤ／Ａコンバータ２７２ｐの出力の間に接続される。一方、奇数番目のクロススイッチ
３０２ｐ－１は、奇数番目のソース出力Ｓ（２ｐ－１）と偶数番目のＤ／Ａコンバータ２
７２ｐの出力の間に接続され、偶数番目のクロススイッチ３０２ｐは、偶数番目のソース
出力Ｓ（２ｐ）と奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７２ｐ－１の出力の間に接続される。
【０１１８】
　ここで、駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２と
スイッチ回路２８１とを備える駆動回路部４０１は、階調電圧ライン群２６１から受け取
った１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の
階調電圧を用いて、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電
圧のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の
駆動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０１１９】
　同様に、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６と
スイッチ回路２８３とを備える駆動回路部４０３は、階調電圧ライン群２６２から受け取
った１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の
階調電圧を用いて、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電
圧のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の
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駆動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０１２０】
　一方、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４とス
イッチ回路２８２とを備える駆動回路部４０２は、下記のように構成されていることにな
る：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０１２１】
　続いて、本実施形態の液晶表示装置１０の動作、特に、２分割駆動について説明する。
以下では、本実施形態において、ＬＣＤドライバ２が、ドット反転駆動によってＬＣＤパ
ネル１を駆動するとして説明を行う。即ち、ＬＣＤパネル１の横方向（ゲート線３が延伸
する方向）及び縦方向（ソース線４が延伸する方向）の両方について、隣接する副画素が
互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動されるとして説明を行う。図１２は、ＬＣＤパ
ネル１がドット反転駆動で駆動される場合において、各副画素に供給される駆動電圧の極
性を示している。例えば、Ｒ副画素Ｒ１＿１（ゲート線１０３１、ソース線１０４１に接
続されるＲ副画素）には記号「＋」が付されているが、これは、Ｒ副画素Ｒ１＿１に正極
性の駆動電圧が供給されることを示している。また、Ｇ副画素Ｇ１＿１（ゲート線１０３

１、ソース線１０４２に接続されるＧ副画素）には記号「－」が付されているが、これは
、Ｇ副画素Ｇ１＿１に負極性の駆動電圧が供給されることを示している。
【０１２２】
　なお、後述されるように、ＬＣＤパネル１は、ドット反転駆動によって駆動されるとは
限定されず、ＬＣＤパネル１の横方向に隣接する副画素が互いに異なる極性を有する駆動
電圧で駆動される任意の駆動方法で駆動され得る。例えば、ＬＣＤパネル１は、Ｖライン
反転駆動（同一ソース線４に接続される副画素が同一の極性の駆動電圧で駆動される一方
で、横方向に隣接する副画素が互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動される駆動方法
）で駆動されてもよい。
【０１２３】
　図１３は、各水平同期期間における液晶表示装置１０の動作を示す図である。図１３に
図示されているように、各水平同期期間は、ブランキング期間と、ブランキング期間に続
く駆動期間とを含んでいる。
【０１２４】
　ブランキング期間には、それに続く駆動期間においてＬＣＤパネル１の各副画素を駆動
する準備が行われる。ブランキング期間には、例えば、電荷回収や、ラインラッチ回路２
２への画素データの取り込みが行われる。電荷回収は、例えば、隣接するソース出力Ｓ（
２ｐ－１）、Ｓ（２ｐ）の間に設けられた短絡スイッチ（図示されない）をオンすること
によって行われる。ラインラッチ回路２２への画素データの取り込みは、タイミングジェ
ネレータ１５によってラッチ信号ＳＴＢがアサートされることで行われる。詳細には、各
水平同期期間の直前の水平同期期間においてＬＣＤドライバ２に順次に転送された画素デ
ータＤＰＩＸＥＬがラインラッチ回路２１に格納されており、当該各水平同期期間におい
て、ラッチ信号ＳＴＢがアサートされると、ラインラッチ回路２１の各ラッチ２１１～２
１１２からラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に画素データＤＰＩＸＥＬが
転送される。各水平同期期間において選択されるゲート線３に接続された副画素は、該副
画素に対応するラインラッチ回路２２のラッチに格納された画素データＤＰＩＸＥＬに応
答して駆動される。具体的には、ソース線４１～４１２に接続された副画素は、それぞれ
、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格納された画素データＤＰＩＸＥＬ
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に応答して駆動される。
【０１２５】
　駆動期間は、前半期間（第１期間）及び後半期間（第２期間）に分割される。図１３に
は、奇数番目の水平同期期間（第２ｋ－１水平同期期間）、及び、偶数番目の水平同期期
間（第２ｋ水平同期期間）のそれぞれにおける、スイッチ回路２８、階調電圧発生回路２
５１～２５４の設定（即ち、階調電圧ライン群２６１～２６４に供給される階調電圧の極
性と対応する色）、及び、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類（即ち、
駆動電圧の極性と、該駆動電圧が供給される副画素の色）を図示している。各スイッチ回
路２８の設定を示す欄において、「ストレート」は、ストレートスイッチ２９がオンされ
、クロススイッチ３０がオフされることを示している。また、「クロス」は、クロススイ
ッチ３０がオンされ、ストレートスイッチ２９がオフされることを示している。
【０１２６】
　重要な点は、いずれの水平同期期間の駆動期間においても、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ
６から出力される駆動電圧の種類が４種類であることである。例えば、第２ｋ－１水平同
期期間の駆動期間の前半期間では、ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を
駆動する正極性の駆動電圧（記号「Ｒ（＋）」で示されている）、Ｒ副画素を駆動する負
極性の駆動電圧（記号「Ｒ（－）」で示されている）、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧（記号「Ｂ（－）」で示されている）、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副
画素を駆動する正極性の駆動電圧（記号「Ｂ（＋）」で示されている）、Ｂ副画素を駆動
する負極性の駆動電圧が出力される。即ち、第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の前半期
間では、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である。第
２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の後半期間、第２ｋ水平同期期間の駆動期間の前半期間
、及び、後半期間についても同様である。以下の説明から理解されるように、６つのソー
ス出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できるのは、図５に図示
されているような、ＬＣＤパネル１のスイッチ回路８１～８３におけるスイッチ９の配置
に関係している。
【０１２７】
　以下では、各水平同期期間のうち、第１水平同期期間、第２水平同期期間における液晶
表示装置１０の動作について説明する。なお、他の奇数番目の水平同期期間（第２ｋ－１
水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋ－１が選択され、更
に、ゲート線３２ｋ－１に接続された副画素に対応する画素データがラインラッチ回路２
２に格納される点を除けば、第１水平同期期間と同一である。また、他の偶数番目の水平
同期期間（第２ｋ水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋが
選択され、更に、ゲート線３２ｋに接続された副画素に対応する画素データがラインラッ
チ回路２２に格納される点を除けば、第２水平同期期間と同一である。
【０１２８】
　図１４Ａ、図１４Ｂを参照して、第１水平同期期間においては、ゲート線３１（Ｇａｔ
ｅ１）がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに駆動され）、ゲート線３１（Ｇａｔｅ
１）に接続された副画素が選択される。
【０１２９】
　図１４Ａは、第１水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに設定され）、スイッチ制御信号ＳＳＷ
２がネゲートされる（例えば、Ｌｏｗレベルに設定される）。これにより、スイッチ９１

、９４、９６、９７、９９、９１２がオンされ、スイッチ９２、９３、９５、９８、９１

０、９１１がオフされる。スイッチ回路８１、８３は、それに接続されている４本のソー
ス線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続する
ことになる。一方、スイッチ回路８２は、それに接続されている４本のソース線４のうち
の中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続することに
なる。このような動作により、ソース線４１、４４、４６、４７、４９、４１２が、それ



(32) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

ぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０１３０】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＲ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＢ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図１４
Ａにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｒ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている。
【０１３１】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｂ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図１４Ａにおいては、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示
されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｂ（－）によって示されている。
【０１３２】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｂ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０１３３】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即
ち、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｂ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０１３４】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｒ３＿１、Ｂ２＿１、Ｂ３
＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｒ３＿
１、Ｂ２＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０１３５】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２
７４は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６１

、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０１３６】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０１３７】
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　更に、スイッチ回路２８１、２８３のストレートスイッチ２９１、２９２、２９５、２
９６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が、そ
れぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２、Ｓ５、Ｓ６に接続される。また、スイッチ回路２８２の
クロススイッチ３０３、３０４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７

４が、それぞれ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３に接続される。
【０１３８】
　この結果、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｂ２＿１、Ｒ２＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７１、２７２、２７４、２７３、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ１＿１、Ｒ３＿１、Ｂ３＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ２＿１、Ｂ２＿
１、Ｂ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０１３９】
　ここで、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類であるこ
とに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副
画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間
において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｒ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０１４０】
　図１４Ｂは、第１水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９２、９３、９５、９８、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９１、９４、９６、
９７、９９、９１２がオフされる。スイッチ回路８１、８３は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース
出力に接続することになる。一方、スイッチ回路８２は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４２、４３、４５、４８、４１０、４１

１が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０１４１】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＢ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＧ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図１４
Ｂにおいては、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｂ（＋）によって示されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｇ（＋）によって示されている。
【０１４２】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｒ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図１４Ｂにおいては、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｇ（－）によって示
されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｒ（－）によって示されている。
【０１４３】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
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ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｇ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０１４４】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即
ち、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｇ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０１４５】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｇ４
＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｇ２＿
１、Ｇ３＿１、Ｇ４＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０１４６】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２
７４は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６２

、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０１４７】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０１４８】
　更に、スイッチ回路２８１、２８３のクロススイッチ３０１、３０２、３０５、３０６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１、Ｓ６、Ｓ５に接続される。また、スイッチ回路２８２のスト
レートスイッチ２９３、２９４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７

４が、それぞれ、ソース出力Ｓ３、Ｓ４に接続される。
【０１４９】
　この結果、副画素Ｇ１＿１、Ｂ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｒ４＿１、Ｇ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７３、２７４、２７６、２７５によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｂ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ４＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｇ１＿１、Ｇ３＿
１、Ｒ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０１５０】
　ここで、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類であるこ
とに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する負極性
の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電
圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ副
画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の後半期間
において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｂ副画素を駆動する正極性
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の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０１５１】
　図１４Ｃは、第２水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされる。これにより、スイ
ッチ９１、９４、９６、９７、９９、９１２がオンされ、スイッチ９２、９３、９５、９

８、９１０、９１１がオフされる。スイッチ回路８１、８３は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に
接続することになる。一方、スイッチ回路８２は、それに接続されている４本のソース線
４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４１、４４、４６、４７、４９、４１２

が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０１５２】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＲ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＢ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図１４
Ｃにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｒ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている。
【０１５３】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｂ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図１４Ｃにおいては、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示
されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｂ（－）によって示されている。
【０１５４】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｂ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０１５５】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即
ち、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｒ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０１５６】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｂ４
＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｂ２＿
２、Ｒ３＿２、Ｂ４＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０１５７】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６は、それぞれに供給される１組の階
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調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２
７４は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６２

、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０１５８】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０１５９】
　更に、スイッチ回路２８１、２８３のクロススイッチ３０１、３０２、３０５、３０６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１、Ｓ６、Ｓ５に接続される。また、スイッチ回路２８２のスト
レートスイッチ２９３、２９４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７

４が、それぞれ、ソース出力Ｓ３、Ｓ４に接続される。
【０１６０】
　この結果、副画素Ｒ１＿２、Ｒ２＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｂ３＿２、Ｂ４＿２が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７３、２７４、２７６、２７５によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ２＿２、Ｂ２＿２、Ｂ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ１＿２、Ｒ３＿
２、Ｂ３＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０１６１】
　ここで、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類であるこ
とに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する負極性
の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電
圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副
画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の前半期間
において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｒ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０１６２】
　図１４Ｄは、第２水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９２、９３、９５、９８、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９１、９４、９６、
９７、９９、９１２がオフされる。スイッチ回路８１、８３は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース
出力に接続することになる。一方、スイッチ回路８２は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４２、４３、４５、４８、４１０、４１

１が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０１６３】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＧ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＲ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図１４
Ｄにおいては、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｇ（＋）によって示されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
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極性の階調電圧が記号Ｒ（＋）によって示されている。
【０１６４】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｇ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図１４Ｄにおいては、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｂ（－）によって示
されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｇ（－）によって示されている。
【０１６５】
　この結果、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｒ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０１６６】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即
ち、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｇ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０１６７】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ３＿２、Ｇ２＿２、Ｒ４
＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ３＿
２、Ｇ２＿２、Ｒ４＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０１６８】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２
７４は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６１

、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０１６９】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０１７０】
　更に、スイッチ回路２８１、２８３のストレートスイッチ２９１、２９２、２９５、２
９６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が、そ
れぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２、Ｓ５、Ｓ６に接続される。また、スイッチ回路２８２の
クロススイッチ３０３、３０４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７

４が、それぞれ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３に接続される。
【０１７１】
　この結果、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ２＿２、Ｇ３＿２、Ｒ４＿２、Ｇ４＿２が、
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それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７１、２７２、２７４、２７３、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｇ１＿２、Ｇ３＿２、Ｒ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｂ１＿２、Ｇ２＿
２、Ｇ４＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０１７２】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ
副画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の後半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｇ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０１７３】
　上述の図１４Ａ～図１４Ｄの説明から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１
０では、各水平同期期間の駆動期間の前半期間、後半期間のいずれについても、ソース出
力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減することができる。
【０１７４】
　以上に説明されているように、本実施形態のＬＣＤパネル１では、１２本のソース線４
に対応して設けられる３つのスイッチ回路８１～８３のうち、１つのスイッチ回路８と他
の２つのスイッチ回路８との間で、スイッチ９とソース線４との接続関係が異なっている
。詳細には、スイッチ回路８１、８３は、それぞれに接続される４本のソース線４のうち
、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御さ
れ、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によっ
て制御される。一方、スイッチ回路８２は、それに接続される４本のソース線４のうち、
中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制
御され、両端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２に
よって制御される。
【０１７５】
　このようなＬＣＤパネル１の配置によれば、ＬＣＤドライバ２の６つのソース出力Ｓ１
～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できる。したがって、４組の階調電
圧しかソース線駆動回路２４に供給しなくてもＬＣＤパネル１を駆動できる。言い換えれ
ば、４つの階調電圧発生回路２５１～２５４と４つの階調電圧ライン群２６１～２６４し
かソース線駆動回路２４に設けなくても、ＬＣＤパネル１を駆動することができる。これ
は、階調電圧発生回路部２５の回路規模、及び、階調電圧の供給に用いられる階調電圧ラ
インの数を低減できることを意味している。
【０１７６】
　以上に説明されている本実施形態のＬＣＤパネル１の駆動方法は、フレーム反転駆動と
組み合わせて実施しても良い。この場合、例えば、奇数番目のフレーム期間（第１フレー
ム期間）においては、上述されているＬＣＤドライバ２の動作によってＬＣＤパネル１が
駆動される。一方、偶数番目のフレーム期間（第１フレーム期間に隣接する第２フレーム
期間）においては、各副画素に供給される駆動電圧の極性が反転される。詳細には、偶数
番目のフレーム期間の奇数番目の水平同期期間においては、上述されている偶数番目の水
平同期期間（図１４Ｃ、図１４Ｄ参照）と同様の動作が行われ、偶数番目のフレーム期間
の偶数番目の水平同期期間においては、上述されている奇数番目の水平同期期間（図１４
Ａ、図１４Ｂ参照）と同様の動作が行われる。このような動作によれば、フレーム反転駆
動が実現できることは、容易に理解されよう。
【０１７７】
　また、ＬＣＤパネル１は、ドット反転駆動によって駆動されるとは限定されず、ＬＣＤ
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パネル１の横方向に隣接する副画素が互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動される任
意の駆動方法で駆動され得る。例えば、また、Ｎ×１ライン反転駆動、即ち、横方向に隣
接する副画素が互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動される一方、縦方向に並ぶ副画
素については、Ｎ個（Ｎは自然数）の副画素毎に駆動電圧が反転される駆動方法を用いて
も良い。上述のドット反転駆動は、Ｎが１であるようなＮ×１ライン反転駆動である。こ
の場合、第１～第Ｎ水平期間においては、上述されている奇数番目の水平同期期間（図１
４Ａ、図１４Ｂ参照）と同様の動作が行われ、第Ｎ＋１～第２Ｎ水平期間においては、上
述されている偶数番目の水平同期期間（図１４Ｃ、図１４Ｄ参照）と同様の動作が行われ
る。
【０１７８】
　また、Ｖライン反転駆動、即ち、同一ソース線４に接続される副画素が同一の極性の駆
動電圧で駆動される一方で、横方向に隣接する副画素が互いに異なる極性を有する駆動電
圧で駆動される駆動方法で駆動されてもよい。この場合、奇数番目のフレーム期間の全て
の水平同期期間においては、上述された本実施形態の奇数番目の水平同期期間（図１４Ａ
、図１４Ｂ参照）と同様の動作が行われ、偶数番目のフレーム期間の全ての水平同期期間
においては、上述された本実施形態の偶数番目の水平同期期間（図１４Ｃ、図１４Ｄ参照
）と同様の動作が行われる。
【０１７９】
　また、本実施形態において、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けることは必須
ではないことに留意されたい。図１５は、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けな
い場合のＬＣＤドライバ２の構成、特に、ソース駆動部１２の構成を示すブロック図であ
る。
【０１８０】
　図１５の構成では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の出力は、それぞれ、ソース出力
Ｓ１～Ｓ６に直接に接続されている。
【０１８１】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、階調電圧ライン群２６１、２６３の一方を選択し
、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ
０＿３～Ｖ２５５＿３）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３１又は
２３２）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する
ように構成される。
【０１８２】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６は、階調電圧ライン群２６２、２６４の一方を
選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２
又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３

５又は２３６）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選
択するように構成される。
【０１８３】
　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４は、階調電圧ライン群２６１～２６４のいずれ
か一つの階調電圧ライン群を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電
圧のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３３又は２３４）から受け取っ
た画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。
【０１８４】
　図１５のような構成を有している場合でも、駆動回路部４０１、４０２、４０３は、図
８に図示されている（スイッチ回路２８を有するような）駆動回路部４０１、４０２、４
０３の構成と同一の機能を有している。
【０１８５】
　例えば、図１５の駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、
２７２とを備える駆動回路部４０１は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正
極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調電圧を用
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いて、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一
方を出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のう
ちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０１８６】
　同様に、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６を
備える駆動回路部４０３は、階調電圧ライン群２６２から受け取った１組の正極性の階調
電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を用いて、ソー
ス出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を出力し
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの他方を
出力するように構成されていることになる。
【０１８７】
　一方、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４を備
える駆動回路部４０２は、下記のように構成されていることになる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０１８８】
　このような構成でも、図１４Ａ～図１４Ｄに図示された動作と同様の駆動電圧をソース
出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能であることは容易に理解されよう。階調電圧発生回路２５１

～２５４を図１３に図示されているように設定すれば、図１３の下段に図示されているよ
うな種類の駆動電圧をソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能である。
【０１８９】
　ただし、スイッチ回路２８を設けることは、各Ｄ／Ａコンバータ２７を、正極性の駆動
電圧又は負極性の駆動電圧のいずれか一方のみを出力するように構成可能にする点で好ま
しい。正極性の駆動電圧又は負極性の駆動電圧のいずれか一方のみを出力するように構成
することは、各Ｄ／Ａコンバータ２７の出力段（通常、ボルテッジフォロアで構成される
）の出力電圧の範囲を狭くすることを可能にし、これは、出力段の消費電力の低減や、ト
ランジスタの耐圧の低減等の点で有利である。
【０１９０】
（第２の実施形態）
　図１６は、本発明の第２の実施形態の液晶表示装置１０の構成の例を示すブロック図で
ある。第２の実施形態の液晶表示装置１０は、第１の実施形態の液晶表示装置１０と類似
した構成を有している。ただし、第２の実施形態においては、ＬＣＤパネル１のスイッチ
回路８におけるスイッチ９の配置が、第１の実施形態と異なる。これ以外の点では第２の
実施形態におけるＬＣＤパネル１の構成は、第１の実施形態と同一である。
【０１９１】
　詳細には、第２の実施形態では、スイッチ回路８１が、それに接続される４本のソース
線４のうち、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ
１によって制御され、両端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信
号ＳＳＷ２によって制御されるスイッチ回路として構成される。スイッチ回路８２、８３

は、それぞれに接続される４本のソース線４のうち、両端のソース線４に接続されるスイ
ッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、中間の２本のソース線４に接続さ
れるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制御される。
【０１９２】
　より具体的には、スイッチ回路８１のスイッチ９２、９３は、スイッチ制御信号ＳＳＷ
１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９１、９４は、スイッチ制御信号ＳＳ
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Ｗ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。また、スイッチ回路８２のスイッチ９５、
９８は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９６

、９７は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。同様に、
スイッチ回路８３のスイッチ９９、９１２は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１を供給する制御
信号線８ａに接続され、スイッチ９１０、９１１は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２を供給す
る制御信号線８ｂに接続される。
【０１９３】
　図１７は、第２の実施形態におけるＬＣＤドライバ２の構成、特に、ソース駆動部１２
の構成を示すブロック図である。第２の実施形態では、ソース線駆動回路２４の駆動回路
部４０１、４０２の機能、詳細には、駆動回路部４０１、４０２のＤ／Ａコンバータ２７

１～２７４の機能が、第１の実施形態と異なっている。
【０１９４】
　詳細には、第２の実施形態では、駆動回路部４０１（即ち、スイッチ回路８１に接続さ
れる駆動回路部）のＤ／Ａコンバータ２７１、２７２は、それぞれに２組の階調電圧が供
給され、２組の階調電圧のうちの一方の組の階調電圧のうちから、画素データに指定され
ている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコンバー
タ２７１は、階調電圧ライン群２６１、２６２の一方を選択し、選択された階調電圧ライ
ン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）の
うちから、セレクタ２３１から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階
調電圧を選択する。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３、２６４

の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２
５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ２３２から受け取った画素
データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。
【０１９５】
　一方、駆動回路部４０２、４０３（即ち、スイッチ回路８２、８３に接続される駆動回
路部）のＤ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６は、いずれも、１組の階調電
圧を受け取り、受け取った階調電圧のうちから画素データに指定されている階調に対応す
る階調電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電
圧ライン群２６１から供給された階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１のうち、セレクタ２３

３から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／
Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３から供給された階調電圧Ｖ０＿３～Ｖ２
５５＿３のうち、セレクタ２３３から受け取った画素データに指定されている階調に対応
する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６２から供給
された階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２のうち、セレクタ２３５から受け取った画素デー
タに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階
調電圧ライン群２６４から供給された階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４のうち、セレクタ
２３６から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。
【０１９６】
　ここで、駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２と
スイッチ回路２８１とを備える駆動回路部４０２は、下記のように構成されていることに
なる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０１９７】
　一方、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４とス
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イッチ回路２８２とを備える駆動回路部４０２は、階調電圧ライン群２６１から受け取っ
た１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階
調電圧を用いて、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧
のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆
動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０１９８】
　同様に、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６と
スイッチ回路２８３とを備える駆動回路部４０３は、階調電圧ライン群２６２から受け取
った１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の
階調電圧を用いて、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電
圧のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の
駆動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０１９９】
　上述の点以外では第２の実施形態におけるＬＣＤドライバ２の構成は、第１の実施形態
と同一である。
【０２００】
　続いて、本実施形態の液晶表示装置１０の動作、特に、２分割駆動について説明する。
以下では、本実施形態においても、ＬＣＤドライバ２が、ドット反転駆動によってＬＣＤ
パネル１を駆動するとして説明を行う。図１８は、ＬＣＤパネル１がドット反転駆動で駆
動される場合において、各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。
【０２０１】
　図１９は、各水平同期期間における液晶表示装置１０の動作を示す図である。第２の実
施形態における液晶表示装置１０の動作の基本的な原理は、第１の実施形態と同様である
。図１９に図示されているように、各水平同期期間は、ブランキング期間と、ブランキン
グ期間に続く駆動期間とを含んでいる。上述のように、ブランキング期間には、それに続
く駆動期間においてＬＣＤパネル１の各副画素を駆動する準備が行われる。駆動期間は、
前半期間及び後半期間に分割される。図１９には、奇数番目の水平同期期間（第２ｋ－１
水平同期期間）、及び、偶数番目の水平同期期間（第２ｋ水平同期期間）のそれぞれにお
ける、スイッチ回路２８、階調電圧発生回路２５１～２５４の設定（即ち、階調電圧ライ
ン群２６１～２６４に供給される階調電圧の極性と対応する色）、及び、ソース出力Ｓ１
～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類（即ち、駆動電圧の極性と、該駆動電圧が供給され
る副画素の色）を図示している。
【０２０２】
　重要な点は、第２の実施形態においても、全ての水平同期期間の駆動期間の前半期間、
後半期間の両方において、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が
４種類であることである。例えば、第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の前半期間では、
ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧（記号「
Ｇ（－）」で示されている）、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧（記号「Ｂ（＋）」
で示されている）、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧（記号「Ｇ（＋）」で示されて
いる）、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧（
記号「Ｂ（＋）」で示されている）、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧が出力される
。即ち、第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の前半期間では、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ
６から出力される駆動電圧の種類が４種類である。第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の
後半期間、第２ｋ水平同期期間の駆動期間の前半期間、及び、後半期間についても同様で
ある。６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できる
のは、図１６に図示されているような、ＬＣＤパネル１のスイッチ回路８１～８３におけ
るスイッチ９の配置に関係している。
【０２０３】
　以下では、各水平同期期間のうち、第１水平同期期間、第２水平同期期間における液晶
表示装置１０の動作について説明する。なお、他の奇数番目の水平同期期間（第２ｋ－１
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水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋ－１が選択され、更
に、ゲート線３２ｋ－１に接続された副画素に対応する画素データがラインラッチ回路２
２に格納される点を除けば、第１水平同期期間と同一である。また、他の偶数番目の水平
同期期間（第２ｋ水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋが
選択され、更に、ゲート線３２ｋに接続された副画素に対応する画素データがラインラッ
チ回路２２に格納される点を除けば、第２水平同期期間と同一である。
【０２０４】
　図２０Ａ、図２０Ｂを参照して、第１水平同期期間においては、ゲート線３１（Ｇａｔ
ｅ１）がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに駆動され）、ゲート線３１（Ｇａｔｅ
１）に接続された副画素が選択される。
【０２０５】
　図２０Ａは、第１水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに設定され）、スイッチ制御信号ＳＳＷ
２がネゲートされる（例えば、Ｌｏｗレベルに設定される）。これにより、スイッチ９２

、９３、９５、９８、９９、９１２がオンされ、スイッチ９１、９４、９６、９７、９１

０、９１１がオフされる。これにより、スイッチ回路８１は、それに接続されている４本
のソース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出
力に接続することになる。一方、スイッチ回路８２、８３は、それに接続されている４本
のソース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接
続することになる。このような動作により、ソース線４２、４３、４５、４８、４９、４

１２が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２０６】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＧ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＢ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２０
Ａにおいては、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｇ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている。
【０２０７】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｂ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２０Ａにおいては、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｇ（－）によって示
されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｂ（－）によって示されている。
【０２０８】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即
ち、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｇ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２０９】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７４に
は、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライ
ン群２６３から供給される。更に、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｂ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給され、
Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性
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の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２１０】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ３
＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｇ２＿
１、Ｇ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０２１１】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（
即ち、階調電圧ライン群２６２、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された
画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する
駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６は、それ
ぞれに供給される１組の階調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２１２】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２１３】
　更に、スイッチ回路２８１のクロススイッチ３０１、３０２がオンされ、これにより、
Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１に接続される。ま
た、スイッチ回路２８２、２８３のストレートスイッチ２９３、２９４、２９５、２９６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６に接続される。
【０２１４】
　この結果、副画素Ｇ１＿１、Ｂ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７３、２７４、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｂ１＿１、Ｇ２＿１、Ｂ３＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｇ１＿１、Ｇ３＿
１、Ｂ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２１５】
　ここで、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類であるこ
とに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する負極性
の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電
圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副
画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間
において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｇ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０２１６】
　図２０Ｂは、第１水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９１、９４、９６、９７、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９２、９３、９５、
９８、９９、９１２がオフされる。スイッチ回路８１は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。一方、スイッチ回路８２、８３は、それに接続されている４本のソース線



(45) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４１、４４、４６、４７、４１０、４１

１が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２１７】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＲ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＧ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２０
Ｂにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｒ（＋）によって示されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｇ（＋）によって示されている。
【０２１８】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｒ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２０Ｂにおいては、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｂ（－）によって示
されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｒ（－）によって示されている。
【０２１９】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即
ち、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｒ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２２０】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７４に
は、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライ
ン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｇ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給され、
Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性
の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２２１】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｂ３＿１、Ｂ２＿１、Ｇ４
＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｂ３＿
１、Ｂ２＿１、Ｇ４＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０２２２】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（
即ち、階調電圧ライン群２６１、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された
画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する
駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６は、それ
ぞれに供給される１組の階調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２２３】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
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性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２２４】
　更に、スイッチ回路２８１のストレートスイッチ２９１、２９２がオンされ、これによ
り、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２に接続される
。また、スイッチ回路２８２、２８３のクロススイッチ３０３、３０４、３０５、３０６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３、Ｓ６、Ｓ５に接続される。
【０２２５】
　この結果、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｂ２＿１、Ｒ３＿１、Ｒ４＿１、Ｇ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７１、２７２、２７４、２７３、２７６、２７５によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ１＿１、Ｒ３＿１、Ｇ４＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ２＿１、Ｂ２＿
１、Ｒ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２２６】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ
副画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の後半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｒ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０２２７】
　図２０Ｃは、第２水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされる。これにより、スイ
ッチ９２、９３、９５、９８、９９、９１２がオンされ、スイッチ９１、９４、９６、９

７、９１０、９１１がオフされる。スイッチ回路８１は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に
接続することになる。一方、スイッチ回路８２、８３は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。一方、このような動作により、ソース線４２、４３、４５、４８、４９、
４１２が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２２８】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＧ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＢ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２０
Ｃにおいては、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｇ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている。
【０２２９】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｂ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２０Ｃにおいては、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｇ（－）によって示
されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｂ（－）によって示されている。
【０２３０】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
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る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即
ち、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｂ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２３１】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７４に
は、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライ
ン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｂ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給され、
Ｄ／Ａコンバータ２７６には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性
の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２３２】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ３＿２、Ｇ２＿２、Ｂ４
＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ３＿
２、Ｇ２＿２、Ｂ４＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０２３３】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（
即ち、階調電圧ライン群２６１、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された
画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する
駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６は、それ
ぞれに供給される１組の階調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２３４】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２３５】
　更に、スイッチ回路２８１のストレートスイッチ２９１、２９２がオンされ、これによ
り、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２に接続される
。また、スイッチ回路２８２、２８３のクロススイッチ３０３、３０４、３０５、３０６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ４、Ｓ３、Ｓ６、Ｓ５に接続される。
【０２３６】
　この結果、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｇ２＿２、Ｇ３＿２、Ｂ３＿２、Ｂ４＿２が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７４、２７３、２７６、２７５によって
駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続され
る副画素Ｇ１＿２、Ｇ３＿２、Ｂ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目のＤ
／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｂ１＿２、Ｇ２＿２
、Ｂ３＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２３７】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ



(48) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

副画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の前半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｇ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０２３８】
　図２０Ｄは、第２水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９１、９４、９６、９７、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９２、９３、９５、
９８、９９、９１２がオフされる。スイッチ回路８１は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。一方、スイッチ回路８２、８３は、それに接続されている４本のソース線
４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。一方、このような動作により、ソース線４１、４４、４６、４７、４１０

、４１１が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２３９】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＢ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＲ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２０
Ｄにおいては、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｂ（＋）によって示されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｒ（＋）によって示されている。
【０２４０】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｇ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２０Ｄにおいては、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示
されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｇ（－）によって示されている。
【０２４１】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給され
る２組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即
ち、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。
一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組
の負極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｒ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２４２】
　Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極
性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７４には、Ｒ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧ライン群２
６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５には、Ｒ副画素のガンマカーブに従
って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給され、Ｄ／Ａ
コンバータ２７６には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調
電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２４３】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｒ４
＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｂ２＿
２、Ｒ３＿２、Ｒ４＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
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【０２４４】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（
即ち、階調電圧ライン群２６２、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された
画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する
駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６は、それ
ぞれに供給される１組の階調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２４５】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２４６】
　更に、スイッチ回路２８１のクロススイッチ３０１、３０２がオンされ、これにより、
Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２が、それぞれ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１に接続される。ま
た、スイッチ回路２８２、２８３のストレートスイッチ２９３、２９４、２９５、２９６

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６に接続される。
【０２４７】
　この結果、副画素Ｒ１＿２、Ｒ２＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｒ４＿２、Ｇ４＿２が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７３、２７４、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ２＿２、Ｂ２＿２、Ｒ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ１＿２、Ｒ３＿
２、Ｇ４＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２４８】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する負極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ
副画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の後半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｂ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０２４９】
　上述の図２０Ａ～図２０Ｄの説明から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１
０においては、各水平同期期間の駆動期間の前半期間、後半期間のいずれについても、ソ
ース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減することができる。
【０２５０】
　以上に説明されているように、本実施形態のＬＣＤパネル１では、１２本のソース線４
に対応して設けられる３つのスイッチ回路８１～８３のうち、１つのスイッチ回路８と他
の２つのスイッチ回路８との間で、スイッチ９とソース線４との接続関係が異なっている
。詳細には、スイッチ回路８１は、それに接続される４本のソース線４のうち、中間の２
本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御され、
両端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によって制
御される。一方、スイッチ回路８２、８３は、それぞれに接続される４本のソース線４の
うち、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制
御され、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２に
よって制御される。



(50) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

【０２５１】
　このようなＬＣＤパネル１の配置によれば、ＬＣＤドライバ２の６つのソース出力Ｓ１
～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できる。したがって、４組の階調電
圧しかソース線駆動回路２４に供給しなくてもＬＣＤパネル１を駆動できる。言い換えれ
ば、４つの階調電圧発生回路２５１～２５４と４つの階調電圧ライン群２６１～２６４し
かソース線駆動回路２４に設けなくても、ＬＣＤパネル１を駆動することができる。これ
は、階調電圧発生回路部２５の回路規模、及び、階調電圧の供給に用いられる階調電圧ラ
インの数を低減できることを意味している。
【０２５２】
　なお、本実施形態においても、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けることは必
須ではないことに留意されたい。図２１は、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設け
ない場合のＬＣＤドライバ２の構成、特に、ソース駆動部１２の構成を示すブロック図で
ある。
【０２５３】
　図２１の構成では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の出力は、それぞれ、ソース出力
Ｓ１～Ｓ６に直接に接続されている。
【０２５４】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、階調電圧ライン群２６１～２６４のいずれか一つ
の階調電圧ライン群を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧のう
ちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３１又は２３２）から受け取った画素
データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。
【０２５５】
　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４は、階調電圧ライン群２６１、２６３の一方を
選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１
又はＶ０＿３～Ｖ２５５＿３）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３

３又は２３４）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選
択するように構成される。
【０２５６】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６は、階調電圧ライン群２６２、２６４の一方を
選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２
又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３

５又は２３６）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選
択するように構成される。
【０２５７】
　図２１のような構成を有している場合でも、駆動回路部４０１、４０２、４０３は、図
１７に図示されている（スイッチ回路２８を有するような）駆動回路部４０１、４０２、
４０３の構成と同一の機能を有している。
【０２５８】
　例えば、図２１の駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、
２７２を備える駆動回路部４０１は、下記のように構成されていることになる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０２５９】
　また、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４とを
備える駆動回路部４０２は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調
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電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調電圧を用いて、ソー
ス出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を出力し
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの他方を
出力するように構成されていることになる。
【０２６０】
　同様に、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６を
備える駆動回路部４０３は、階調電圧ライン群２６２から受け取った１組の正極性の階調
電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を用いて、ソー
ス出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を出力し
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの他方を
出力するように構成されていることになる。
【０２６１】
　このような構成でも、図２０Ａ～図２０Ｄに図示された動作と同様の駆動電圧をソース
出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能であることは容易に理解されよう。階調電圧発生回路２５１

～２５４を図１９に図示されているように設定すれば、図１９の下段に図示されているよ
うな種類の駆動電圧をソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能である。
【０２６２】
　また、上述の第２実施形態のＬＣＤパネル１の駆動方法は、第１の実施形態と同様に、
フレーム反転駆動と組み合わせて実施しても良い。また、ＬＣＤパネル１は、ドット反転
駆動によって駆動されるとは限定されず、ＬＣＤパネル１の横方向に隣接する副画素が互
いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動される任意の駆動方法で駆動され得る。例えば、
ＬＣＤパネル１の駆動に、Ｎ×１ライン反転駆動や、Ｖライン反転駆動を用いてもよい。
【０２６３】
（第３の実施形態）
　図２２は、本発明の第３の実施形態の液晶表示装置１０の構成の例を示すブロック図で
ある。第３の実施形態の液晶表示装置１０は、第１及び第２の実施形態の液晶表示装置１
０と類似した構成を有している。ただし、第３の実施形態においては、ＬＣＤパネル１の
スイッチ回路８におけるスイッチ９の配置が、第１及び第２の実施形態と異なる。これ以
外の点では第３の実施形態におけるＬＣＤパネル１の構成は、第１及び第２の実施形態と
同一である。
【０２６４】
　詳細には、第３の実施形態では、スイッチ回路８１、８２は、それぞれに接続される４
本のソース線４のうち、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１によって制御され、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制
御信号ＳＳＷ２によって制御される。一方、スイッチ回路８３は、それに接続される４本
のソース線４のうち、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信
号ＳＳＷ１によって制御され、両端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッ
チ制御信号ＳＳＷ２によって制御されるスイッチ回路として構成される。
【０２６５】
　より具体的には、スイッチ回路８１のスイッチ９１、９４は、スイッチ制御信号ＳＳＷ
１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９２、９３は、スイッチ制御信号ＳＳ
Ｗ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。同様に、スイッチ回路８２のスイッチ９５

、９８は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１を供給する制御信号線８ａに接続され、スイッチ９

６、９７は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２を供給する制御信号線８ｂに接続される。一方、
スイッチ回路８３のスイッチ９１０、９１１は、スイッチ制御信号ＳＳＷ１を供給する制
御信号線８ａに接続され、スイッチ９９、９１２は、スイッチ制御信号ＳＳＷ２を供給す
る制御信号線８ｂに接続される。
【０２６６】
　図２３は、第３の実施形態におけるＬＣＤドライバ２の構成を示すブロック図である。
第３の実施形態では、ソース線駆動回路２４の駆動回路部４０２、４０３の機能、詳細に
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は、駆動回路部４０２、４０３のＤ／Ａコンバータ２７３～２７６の機能が、第１の実施
形態と異なっている。
【０２６７】
　詳細には、第３の実施形態では、駆動回路部４０１、４０２（即ち、スイッチ回路８１

、８２に接続される駆動回路部）のＤ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４は
、いずれも、１組の階調電圧を受け取り、受け取った階調電圧のうちから画素データに指
定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコ
ンバータ２７１は、階調電圧ライン群２６１から供給された階調電圧Ｖ０＿１～Ｖ２５５
＿１のうち、セレクタ２３１から受け取った画素データに指定されている階調に対応する
階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３から供給され
た階調電圧Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３のうち、セレクタ２３３から受け取った画素データに
指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電
圧ライン群２６２から供給された階調電圧Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２のうち、セレクタ２３

５から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／
Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６４から供給された階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２
５５＿４のうち、セレクタ２３６から受け取った画素データに指定されている階調に対応
する階調電圧を選択する。
【０２６８】
　一方、駆動回路部４０３（即ち、スイッチ回路８３に接続される駆動回路部）のＤ／Ａ
コンバータ２７５、２７６は、それぞれに２組の階調電圧が供給され、２組の階調電圧の
うちの一方の組の階調電圧のうちから、画素データに指定されている階調に対応する階調
電圧を選択するように構成される。詳細には、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライ
ン群２６１、２６２の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電
圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）のうちから、セレクタ２３５

から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。一方、
Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４の一方を選択し、選択され
た階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ
２５５＿４）のうちから、セレクタ２３６から受け取った画素データに指定されている階
調に対応する階調電圧を選択する。
【０２６９】
　ここで、駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２と
スイッチ回路２８１とを備える駆動回路部４０１は、階調電圧ライン群２６１から受け取
った１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の
階調電圧を用いて、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電
圧のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の
駆動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０２７０】
　同様に、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４と
スイッチ回路２８２とを備える駆動回路部４０２は、階調電圧ライン群２６２から受け取
った１組の正極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の
階調電圧を用いて、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電
圧のうちの一方を出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の
駆動電圧のうちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０２７１】
　一方、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６とス
イッチ回路２８３とを備える駆動回路部４０３は、下記のように構成されていることにな
る：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
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（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０２７２】
　上述の点以外では第３の実施形態におけるＬＣＤドライバ２の構成は、第１の実施形態
と同一である。
【０２７３】
　続いて、本実施形態の液晶表示装置１０の動作、特に、２分割駆動について説明する。
以下では、本実施形態においても、ＬＣＤドライバ２が、ドット反転駆動によってＬＣＤ
パネル１を駆動するとして説明を行う。図２４は、ＬＣＤパネル１がドット反転駆動で駆
動される場合において、各副画素に供給される駆動電圧の極性を示している。
【０２７４】
　図２５は、各水平同期期間における液晶表示装置１０の動作を示す図である。第３の実
施形態における液晶表示装置１０の動作の基本的な原理は、第１及び第２の実施形態と同
様である。図２５に図示されているように、各水平同期期間は、ブランキング期間と、ブ
ランキング期間に続く駆動期間とを含んでいる。上述のように、ブランキング期間には、
それに続く駆動期間においてＬＣＤパネル１の各副画素を駆動する準備が行われる。駆動
期間は、前半期間及び後半期間に分割される。図２５には、奇数番目の水平同期期間（第
２ｋ－１水平同期期間）、及び、偶数番目の水平同期期間（第２ｋ水平同期期間）のそれ
ぞれにおける、スイッチ回路２８、階調電圧発生回路２５１～２５４の設定（即ち、階調
電圧ライン群２６１～２６４に供給される階調電圧の極性と対応する色）、及び、ソース
出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類（即ち、駆動電圧の極性と、該駆動電圧が
供給される副画素の色）を図示している。
【０２７５】
　重要な点は、第３の実施形態においても、全ての水平同期期間の駆動期間の前半期間、
後半期間の両方において、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が
４種類であることである。例えば、第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の前半期間では、
ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧（記号「
Ｒ（－）」で示されている）、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧（記号「Ｒ（－）」
で示されている）、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧（記号「Ｇ（＋）」で示されて
いる）、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧（
記号「Ｒ（－）」で示されている）、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧が出力される
。即ち、第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の前半期間では、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ
６から出力される駆動電圧の種類が４種類である。第２ｋ－１水平同期期間の駆動期間の
後半期間、第２ｋ水平同期期間の駆動期間の前半期間、及び、後半期間についても同様で
ある。６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できる
のは、図２２に図示されているような、ＬＣＤパネル１のスイッチ回路８１～８３におけ
るスイッチ９の配置に関係している。
【０２７６】
　以下では、各水平同期期間のうち、第１水平同期期間、第２水平同期期間における液晶
表示装置１０の動作について説明する。なお、他の奇数番目の水平同期期間（第２ｋ－１
水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋ－１が選択され、更
に、ゲート線３２ｋ－１に接続された副画素に対応する画素データがラインラッチ回路２
２に格納される点を除けば、第１水平同期期間と同一である。また、他の偶数番目の水平
同期期間（第２ｋ水平同期期間）における液晶表示装置１０の動作は、ゲート線３２ｋが
選択され、更に、ゲート線３２ｋに接続された副画素に対応する画素データがラインラッ
チ回路２２に格納される点を除けば、第２水平同期期間と同一である。
【０２７７】
　図２６Ａ、図２６Ｂを参照して、第１水平同期期間においては、ゲート線３１（Ｇａｔ
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ｅ１）がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに駆動され）、ゲート線３１（Ｇａｔｅ
１）に接続された副画素が選択される。
【０２７８】
　図２６Ａは、第１水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ（例えば、Ｈｉｇｈレベルに設定され）、スイッチ制御信号ＳＳＷ
２がネゲートされる（例えば、Ｌｏｗレベルに設定される）。これにより、スイッチ９１

、９４、９５、９８、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９２、９３、９６、９７、９

９、９１２がオフされる。これにより、スイッチ回路８１、８２は、それに接続されてい
る４本のソース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出
力に接続することになる。一方、スイッチ回路８３は、それに接続されている４本のソー
ス線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接
続することになる。
このような動作により、ソース線４１、４４、４５、４８、４１０、４１１が、それぞれ
、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２７９】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＲ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＧ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２６
Ａにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｒ（＋）によって示されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｇ（＋）によって示されている。
【０２８０】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｇ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２６Ａにおいては、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示
されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｇ（－）によって示されている。
【０２８１】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。更に、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｇ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６３から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７４には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２８２】
　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給される２
組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即ち、
Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。一方
、Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組の負
極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２８３】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｇ４
＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｇ２＿
１、Ｇ３＿１、Ｇ４＿１、Ｒ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
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【０２８４】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２
７６は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６２

、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２８５】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２８６】
　更に、スイッチ回路２８１、２８２のストレートスイッチ２９１、２９２、２９３、２
９４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４が、そ
れぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４に接続される。また、スイッチ回路２８３の
クロススイッチ３０５、３０６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７

６が、それぞれ、ソース出力Ｓ６、Ｓ５に接続される。
【０２８７】
　この結果、副画素Ｒ１＿１、Ｒ２＿１、Ｇ２＿１、Ｇ３＿１、Ｒ４＿１、Ｇ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７１、２７２、２７３、２７４、２７６、２７５によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ１＿１、Ｇ２＿１、Ｇ４＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ２＿１、Ｇ３＿
１、Ｒ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２８８】
　ここで、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類であるこ
とに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電
圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｇ副
画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の前半期間
において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｒ副画素を駆動する正極性
の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電
圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０２８９】
　図２６Ｂは、第１水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第１水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９２、９３、９６、９７、９９、９１２がオンされ、スイッチ９１、９４、９５、９

８、９１０、９１１がオフされる。スイッチ回路８１、８２は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース
出力に接続することになる。一方、スイッチ回路８３は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４２、４３、４６、４７、４９、４１２

が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０２９０】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＢ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＲ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２６
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Ｂにおいては、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｂ（＋）によって示されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｒ（＋）によって示されている。
【０２９１】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｂ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２６Ｂにおいては、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｇ（－）によって示
されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｂ（－）によって示されている。
【０２９２】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｒ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７４には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０２９３】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給される２
組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即ち、
Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。一方
、Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組の負
極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０２９４】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｒ３＿１、Ｂ２＿１、Ｂ３
＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが選択される。副画素Ｂ１＿１、Ｇ１＿１、Ｒ３＿
１、Ｂ２＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０２９５】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２
７６は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６１

、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０２９６】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０２９７】
　更に、スイッチ回路２８１、２８２のクロススイッチ３０１、３０２、３０３、３０４

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１、Ｓ４、Ｓ３に接続される。一方、スイッチ回路２８３のスト
レートスイッチ２９５、２９６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７

６が、それぞれ、ソース出力Ｓ５、Ｓ６に接続される。
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【０２９８】
　この結果、副画素Ｇ１＿１、Ｂ１＿１、Ｂ２＿１、Ｒ３＿１、Ｂ３＿１、Ｂ４＿１が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７４、２７３、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｂ１＿１、Ｒ３＿１、Ｂ３＿１は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｇ１＿１、Ｂ２＿
１、Ｂ４＿１は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０２９９】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する負極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ
副画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第１水平同期期間の駆動期間の後半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｂ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０３００】
　図２６Ｃは、第２水平同期期間の駆動期間の前半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の前半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
ＳＷ１がアサートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がネゲートされる。これにより、スイ
ッチ９１、９４、９５、９８、９１０、９１１がオンされ、スイッチ９２、９３、９６、
９７、９９、９１２がオフされる。スイッチ回路８１、８２は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に
接続することになる。一方、スイッチ回路８３は、それに接続されている４本のソース線
４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４１、４４、４５、４８、４１０、４１

１が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０３０１】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＲ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＧ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２６
Ｃにおいては、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｒ（＋）によって示されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｇ（＋）によって示されている。
【０３０２】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｇ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２０Ｃにおいては、Ｒ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｒ（－）によって示
されており、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｇ（－）によって示されている。
【０３０３】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｇ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７４には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０３０４】
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　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給される２
組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６１から供給される階調電圧（即ち、
Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。一方
、Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組の負
極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６４から供給される階調電圧（即ち、Ｇ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０３０５】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｇ３＿２、Ｇ２＿２、Ｒ４
＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｒ２＿２、Ｒ１＿２、Ｇ３＿
２、Ｇ２＿２、Ｒ４＿３、Ｇ４＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０３０６】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２
７６は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６１

、２６４から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
【０３０７】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０３０８】
　更に、スイッチ回路２８１、２８２のクロススイッチ３０１、３０２、３０３、３０４

がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が、それぞ
れ、ソース出力Ｓ２、Ｓ１、Ｓ４、Ｓ３に接続される。また、スイッチ回路２８３のスト
レートスイッチ２９５、２９６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７

６が、それぞれ、ソース出力Ｓ５、Ｓ６に接続される。
【０３０９】
　この結果、副画素Ｒ１＿２、Ｒ２＿２、Ｇ２＿２、Ｇ３＿２、Ｒ４＿２、Ｇ４＿２が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７２、２７１、２７４、２７３、２７５、２７６によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｒ２＿２、Ｇ３＿２、Ｒ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｒ１＿２、Ｇ２＿
２、Ｇ４＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０３１０】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｒ副画素を駆動する負極
性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｇ
副画素を駆動する負極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の前半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｒ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｇ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｇ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０３１１】
　図２６Ｄは、第２水平同期期間の駆動期間の後半期間における液晶表示装置１０の動作
を示している。第２水平同期期間の駆動期間の後半期間においては、スイッチ制御信号Ｓ
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ＳＷ１がネゲートされ、スイッチ制御信号ＳＳＷ２がアサートされる。これにより、スイ
ッチ９２、９３、９６、９７、９９、９１２がオンされ、スイッチ９１、９４、９５、９

８、９１０、９１１がオフされる。スイッチ回路８１、８２は、それに接続されている４
本のソース線４のうちの中央の２本のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース
出力に接続することになる。一方、スイッチ回路８３は、それに接続されている４本のソ
ース線４のうちの両端のソース線４を、ＬＣＤドライバ２の対応するソース出力に接続す
ることになる。このような動作により、ソース線４２、４３、４６、４７、４９、４１２

が、それぞれ、ＬＣＤドライバ２のソース出力Ｓ１～Ｓ６に接続される。
【０３１２】
　一方、ＬＣＤドライバ２においては、階調電圧ライン群２６１にＧ副画素のガンマカー
ブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６２にＢ
副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が供給される。図２６
Ｄにおいては、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が記
号Ｇ（＋）によって示されており、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正
極性の階調電圧が記号Ｂ（＋）によって示されている。
【０３１３】
　一方、階調電圧ライン群２６３には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組
の負極性の階調電圧が供給され、階調電圧ライン群２６４には、Ｒ副画素のガンマカーブ
に従って生成された１組の負極性の階調電圧が供給される。図２６Ｄにおいては、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号Ｂ（－）によって示
されており、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が記号
Ｒ（－）によって示されている。
【０３１４】
　このとき、Ｄ／Ａコンバータ２７１には、Ｇ副画素のガンマカーブに従って生成された
１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６１から供給され、Ｄ／Ａコンバータ２７

２には、Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧が階調電圧
ライン群２６３から供給される。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３には、Ｂ副画素のガンマ
カーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６２から供給さ
れ、Ｄ／Ａコンバータ２７４には、Ｒ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の負
極性の階調電圧が階調電圧ライン群２６４から供給される。
【０３１５】
　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６１、２６２から供給される２
組の正極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６２から供給される階調電圧（即ち、
Ｂ副画素のガンマカーブに従って生成された１組の正極性の階調電圧）を選択する。一方
、Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４から供給される２組の負
極性の階調電圧のうち、階調電圧ライン群２６３から供給される階調電圧（即ち、Ｂ副画
素のガンマカーブに従って生成された１組の負極性の階調電圧）を選択する。
【０３１６】
　加えて、セレクタ回路２３では、ラインラッチ回路２２のラッチ２２１～２２１２に格
納されている画素データのうち、副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｂ４
＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが選択される。副画素Ｇ１＿２、Ｂ１＿２、Ｂ２＿
２、Ｒ３＿２、Ｂ４＿３、Ｂ３＿２に対応する画素データが、それぞれ、セレクタ回路２
３を介してＤ／Ａコンバータ２７１～２７６に供給される。
【０３１７】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４は、それぞれに供給される１組の階
調電圧のうちから、供給された画素データに指定された階調に対応する階調電圧を選択し
、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２
７４は、それぞれが選択した１組の階調電圧のうちから（即ち、階調電圧ライン群２６２

、２６３から供給される階調電圧のうちから）供給された画素データに指定された階調に
対応する階調電圧を選択し、選択した階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。
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【０３１８】
　ここで、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５には正極性の階調電圧が
供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５からは正極性の駆動電圧が出
力されることになる。一方、偶数番目のＤ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７５には負
極性の階調電圧が供給されるから、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６からは負極
性の駆動電圧が出力されることになる。
【０３１９】
　更に、スイッチ回路２８１、２８２のストレートスイッチ２９１、２９２、２９３、２
９４がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２、２７３、２７４が、そ
れぞれ、ソース出力Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４に接続される。また、スイッチ回路２８３の
クロススイッチ３０５、３０６がオンされ、これにより、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７

６が、それぞれ、ソース出力Ｓ６、Ｓ５に接続される。
【０３２０】
　この結果、副画素Ｇ１＿２、Ｒ２＿２、Ｂ２＿２、Ｒ３＿２、Ｂ３＿２、Ｂ４＿２が、
それぞれ、Ｄ／Ａコンバータ、２７１、２７２、２７３、２７４、２７６、２７５によっ
て駆動される。奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５にそれぞれに接続さ
れる副画素Ｇ１＿２、Ｂ２＿２、Ｂ４＿２は、正極性の駆動電圧で駆動され、偶数番目の
Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４、２７６にそれぞれ接続される副画素Ｂ１＿２、Ｒ３＿
２、Ｂ３＿２は、負極性の駆動電圧で駆動されることになる。
【０３２１】
　ここでも、６つのソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類が４種類である
ことに留意されたい。ソース出力Ｓ１～Ｓ６からは、それぞれ、Ｇ副画素を駆動する負極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動電圧、Ｂ
副画素を駆動する正極性の駆動電圧が駆動される。第２水平同期期間の駆動期間の後半期
間において、ソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧は、Ｇ副画素を駆動する正極
性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する正極性の駆動電圧、Ｂ副画素を駆動する負極性の駆動
電圧、Ｒ副画素を駆動する負極性の駆動電圧の４種類である。
【０３２２】
　上述の図２０Ａ～図２０Ｄの説明から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１
０においては、各水平同期期間の駆動期間の前半期間、後半期間のいずれについても、ソ
ース出力Ｓ１～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減することができる。
【０３２３】
　以上に説明されているように、本実施形態のＬＣＤパネル１では、１２本のソース線４
に対応して設けられる３つのスイッチ回路８１～８３のうち、１つのスイッチ回路８と他
の２つのスイッチ回路８との間で、スイッチ９とソース線４との接続関係が異なっている
。詳細には、スイッチ回路８１、８２は、それぞれに接続される４本のソース線４のうち
、両端のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制御さ
れ、中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２によっ
て制御される。一方、スイッチ回路８３は、それに接続される４本のソース線４のうち、
中間の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ１によって制
御され、両端の２本のソース線４に接続されるスイッチ９がスイッチ制御信号ＳＳＷ２に
よって制御される。
【０３２４】
　このようなＬＣＤパネル１の配置によれば、ＬＣＤドライバ２の６つのソース出力Ｓ１
～Ｓ６から出力される駆動電圧の種類を４種類に低減できる。したがって、４組の階調電
圧しかソース線駆動回路２４に供給しなくてもＬＣＤパネル１を駆動できる、言い換えれ
ば、４つの階調電圧発生回路２５１～２５４と４つの階調電圧ライン群２６１～２６４し
かソース線駆動回路２４に設けなくても、ＬＣＤパネル１を駆動することができる。これ
は、階調電圧発生回路部２５の回路規模、及び、階調電圧の供給に用いられる階調電圧ラ
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インの数を低減できることを意味している。
【０３２５】
　なお、本実施形態においても、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けることは必
須ではないことに留意されたい。図２７は、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設け
ない場合のＬＣＤドライバ２の構成、特に、ソース駆動部１２の構成を示すブロック図で
ある。
【０３２６】
　図２７の構成では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の出力は、それぞれ、ソース出力
Ｓ１～Ｓ６に直接に接続されている。
【０３２７】
　Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２は、階調電圧ライン群２６１、２６３の一方を選択し
、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ
０＿３～Ｖ２５５＿３）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３１又は
２３２）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する
ように構成される。
【０３２８】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４は、階調電圧ライン群２６２、２６４の一方を
選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２
又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３

３又は２３４）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選
択するように構成される。
【０３２９】
　一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６は、階調電圧ライン群２６１～２６４のいずれ
か一つの階調電圧ライン群を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電
圧のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３５又は２３６）から受け取っ
た画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。
【０３３０】
　図２７のような構成を有している場合でも、駆動回路部４０１、４０２、４０３は、図
２３に図示されている（スイッチ回路２８を有するような）駆動回路部４０１、４０２、
４０３の構成と同一の機能を有している。
【０３３１】
　例えば、図２７の駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、
２７２とを備える駆動回路部４０１は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正
極性の階調電圧と、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調電圧を用
いて、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一
方を出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のう
ちの他方を出力するように構成されていることになる。
【０３３２】
　同様に、駆動回路部４０２を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４を
備える駆動回路部４０２は、階調電圧ライン群２６２から受け取った１組の正極性の階調
電圧と、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を用いて、ソー
ス出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を出力し
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの他方を
出力するように構成されていることになる。
【０３３３】
　一方、駆動回路部４０３を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６を備
える駆動回路部４０１は、下記のように構成されていることになる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
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（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３３４】
　このような構成でも、図２６Ａ～図２６Ｄに図示された動作と同様の駆動電圧をソース
出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能であることは容易に理解されよう。階調電圧発生回路２５１

～２５４を図２５に図示されているように設定すれば、図２５の下段に図示されているよ
うな種類の駆動電圧をソース出力Ｓ１～Ｓ６から出力可能である。
【０３３５】
　また、上述の第３実施形態のＬＣＤパネル１の駆動方法は、第１及び第２の実施形態と
同様に、フレーム反転駆動と組み合わせて実施しても良い。また、ＬＣＤパネル１は、ド
ット反転駆動によって駆動されるとは限定されず、ＬＣＤパネル１の横方向に隣接する副
画素が互いに異なる極性を有する駆動電圧で駆動される任意の駆動方法で駆動され得る。
例えば、ＬＣＤパネル１の駆動に、Ｎ×１ライン反転駆動や、Ｖライン反転駆動を用いて
もよい。
【０３３６】
（第４の実施形態）
　図２８は、本発明の第４の実施形態における液晶表示装置１０、特に、第４の実施形態
におけるＬＣＤドライバ２のソース駆動部１２の構成を示すブロック図である。第４の実
施形態では、上記の第１乃至第３の実施形態のいずれの動作も実行可能に構成されている
ＬＣＤドライバ２が提供される。
【０３３７】
　第４の実施形態では、ソース線駆動回路２４の駆動回路部４０１、４０２、４０３の機
能、詳細には、駆動回路部４０１、４０２、４０３のＤ／Ａコンバータ２７１～２７６の
機能が、第１乃至第３の実施形態と異なっている。
【０３３８】
　詳細には、第４の実施形態では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６のいずれもが、それ
ぞれに２組の階調電圧が供給され、２組の階調電圧のうちの一方の組の階調電圧のうちか
ら、画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。
具体的には、奇数番目のＤ／Ａコンバータ２７１、２７３、２７５は、階調電圧ライン群
２６１、２６２の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（
Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ０＿２～Ｖ２５５＿２）のうちから、セレクタ回路２３の
対応するセレクタ（２３１、２３３又は２３５）から受け取った画素データに指定されて
いる階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。一方、偶数番目のＤ／Ａコン
バータ２７２、２７４、２７６は、階調電圧ライン群２６３、２６４の一方を選択し、選
択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿３～Ｖ２５５＿３又はＶ０＿
４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３２、２３４

又は２４６）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択
するように構成される。
【０３３９】
　ここで、駆動回路部４０１を全体として考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２と
スイッチ回路２８１とを備える駆動回路部４０１は、下記のように構成されていることに
なる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの



(63) JP 2015-94817 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

他方を出力する。
【０３４０】
　駆動回路部４０２、４０３についても同様である。Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４と
スイッチ回路２８２とを備える駆動回路部４０２は、下記のように構成されている：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３４１】
　更に、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６とスイッチ回路２８３とを備える駆動回路部４
０３は、下記のように構成されている：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３４２】
　このような構成のＬＣＤドライバ２は、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の動作を適切
に設定することにより、ＬＣＤパネル１が、上述の第１の実施形態（図５参照）、第２の
実施形態（図１６参照）、第３の実施形態（図２２参照）の構成のいずれを採用していて
も、該ＬＣＤパネル１を駆動することができる。
【０３４３】
　例えば、第１の実施形態の構成のＬＣＤパネル１（図５参照）が使用される場合、Ｄ／
Ａコンバータ２７１、２７２、２７５、２７６が下記のように設定される。Ｄ／Ａコンバ
ータ２７１は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選
択し、Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性
の階調電圧を常に選択する。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６２

から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調
電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を常に選択する。このような
設定により、本実施形態のＬＣＤドライバ２に、第１の実施形態と同様の動作を行わせる
ことができる。
【０３４４】
　また、第２の実施形態のＬＣＤパネル１（図１６参照）が使用される場合、Ｄ／Ａコン
バータ２７３、２７４、２７５、２７６が下記のように設定される。Ｄ／Ａコンバータ２
７３は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、
Ｄ／Ａコンバータ２７４は、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調
電圧を常に選択するように設定される。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライ
ン群２６２から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、Ｄ／Ａコンバータ２７

６は、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を常に選択するよ
うに設定される。このような設定により、本実施形態のＬＣＤドライバ２に、第２の実施
形態と同様の動作を行わせることができる。
【０３４５】
　更に、第３の実施形態のＬＣＤパネル１（図２２参照）が使用される場合、Ｄ／Ａコン
バータ２７１、２７２、２７３、２７４が下記のように設定される。Ｄ／Ａコンバータ２
７１は、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、
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Ｄ／Ａコンバータ２７２は、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調
電圧を常に選択するように設定される。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７３は、階調電圧ライ
ン群２６２から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、Ｄ／Ａコンバータ２７

４は、階調電圧ライン群２６４から受け取った１組の負極性の階調電圧を常に選択するよ
うに設定される。このような設定により、本実施形態のＬＣＤドライバ２に、第３の実施
形態と同様の動作を行わせることができる。
【０３４６】
　なお、ＬＣＤドライバ２は、第１乃至第３の実施形態の動作のうちの２つの動作に対応
するように構成されてもよい。図２９は、このような動作を行うＬＣＤドライバ２の構成
、特に、ソース駆動部１２の構成を示すブロック図である。
【０３４７】
　図２９のＬＣＤドライバ２では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７４が、それぞれに２組
の階調電圧が供給され、２組の階調電圧のうちの一方の組の階調電圧のうちから、画素デ
ータに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。具体的には
、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７３は、階調電圧ライン群２６１、２６２の一方を選択し
、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿１～Ｖ２５５＿１又はＶ
０＿２～Ｖ２５５＿２）のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３１又は
２３３）から受け取った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する
ように構成される。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７２、２７４は、階調電圧ライン群２６３

、２６４の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群から供給された階調電圧（Ｖ０＿
３～Ｖ２５５＿３又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうちから、セレクタ回路２３の対応す
るセレクタ（２３２又は２３４）から受け取った画素データに指定されている階調に対応
する階調電圧を選択するように構成される。
【０３４８】
　また、Ｄ／Ａコンバータ２７５は、階調電圧ライン群２６２から供給された階調電圧Ｖ
０＿２～Ｖ２５５＿２のうち、セレクタ２３５から受け取った画素データに指定されてい
る階調に対応する階調電圧を選択する。Ｄ／Ａコンバータ２７６は、階調電圧ライン群２
６４から供給された階調電圧Ｖ０＿４～Ｖ２５５＿４のうち、セレクタ２３６から受け取
った画素データに指定されている階調に対応する階調電圧を選択する。
【０３４９】
　このような構成のＬＣＤドライバ２は、第１の実施形態及び第２の実施形態の動作に対
応している。第１の実施形態の構成のＬＣＤパネル１（図５参照）が使用される場合、Ｄ
／Ａコンバータ２７１が、階調電圧ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調電
圧を常に選択し、Ｄ／Ａコンバータ２７２が、階調電圧ライン群２６３から受け取った１
組の負極性の階調電圧を常に選択するように設定される。一方、第２の実施形態の構成の
ＬＣＤパネル１（図１６参照）が使用される場合、Ｄ／Ａコンバータ２７３が、階調電圧
ライン群２６１から受け取った１組の正極性の階調電圧を常に選択し、Ｄ／Ａコンバータ
２７４が、階調電圧ライン群２６３から受け取った１組の負極性の階調電圧を常に選択す
るように設定される。
【０３５０】
　なお、本実施形態においても、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けることは必
須ではないことに留意されたい。図３０は、第１乃至第３の実施形態のいずれの動作も実
行可能であり、且つ、スイッチ回路２８が設けられていないＬＣＤドライバ２の構成、特
に、ソース駆動部１２の構成を示すブロック図である。
【０３５１】
　図３０の構成では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の出力は、それぞれ、ソース出力
Ｓ１～Ｓ６に直接に接続されている。加えて、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の全ては
、階調電圧ライン群２６１～２６４のいずれか一つの階調電圧ライン群を選択し、選択さ
れた階調電圧ライン群から供給された階調電圧のうちから、セレクタ回路２３の対応する
セレクタ（２３３又は２３４）から受け取った画素データに指定されている階調に対応す
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る階調電圧を選択するように構成される。
【０３５２】
　図３０のような構成を有している場合でも、駆動回路部４０１、４０２、４０３は、図
２８に図示されている（スイッチ回路２８を有するような）駆動回路部４０１、４０２、
４０３の構成と同一の機能を有している。例えば、図３０の駆動回路部４０１を全体とし
て考えると、Ｄ／Ａコンバータ２７１、２７２とを備える駆動回路部４０１は、下記のよ
うに構成されていることになる：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ１、Ｓ２の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３５３】
　駆動回路部４０２、４０３についても同様である。Ｄ／Ａコンバータ２７３、２７４と
スイッチ回路２８２とを備える駆動回路部４０２は、下記のように構成されている：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ３、Ｓ４の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３５４】
　更に、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２７６とスイッチ回路２８３とを備える駆動回路部４
０３は、下記のように構成されている：
（１）階調電圧ライン群２６１、２６２から受け取った２組の正極性の階調電圧のうちか
ら１組の階調電圧を選択し、階調電圧ライン群２６３、２６４から受け取った２組の負極
性の階調電圧のうちから、１組の階調電圧を選択する。
（２）選択した１組の正極性の階調電圧と、選択した１組の負極性の階調電圧とを用いて
、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の一方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの一方を
出力し、ソース出力Ｓ５、Ｓ６の他方から正極性の駆動電圧と負極性の駆動電圧のうちの
他方を出力する。
【０３５５】
　このような構成でも、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の動作を適切に設定することに
より、第１乃至第３の実施形態のいずれの動作も実行可能であることは容易に理解されよ
う。
【０３５６】
　更に、第１乃至第３の実施形態の動作のうちの２つの動作に対応するように構成される
場合でも、ＬＣＤドライバ２にスイッチ回路２８を設けることは必須ではないことに留意
されたい。図３１は、第１及び第２の実施形態の動作も実行可能であり、且つ、スイッチ
回路２８が設けられていないＬＣＤドライバ２の構成、特に、ソース駆動部１２の構成を
示すブロック図である。
【０３５７】
　図３１の構成では、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７６の出力は、それぞれ、ソース出力
Ｓ１～Ｓ６に直接に接続されている。加えて、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７４は、階調
電圧ライン群２６１～２６４のいずれか一つの階調電圧ライン群を選択し、選択された階
調電圧ライン群から供給された階調電圧のうちから、セレクタ回路２３の対応するセレク
タ（２３１、２３２、２３３又は２３４）から受け取った画素データに指定されている階
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調に対応する階調電圧を選択するように構成される。一方、Ｄ／Ａコンバータ２７５、２
５６は、階調電圧ライン群２６２、２６４の一方を選択し、選択された階調電圧ライン群
から供給された階調電圧（Ｖ０＿２～Ｖ２５５＿２又はＶ０＿４～Ｖ２５５＿４）のうち
から、セレクタ回路２３の対応するセレクタ（２３５又は２３６）から受け取った画素デ
ータに指定されている階調に対応する階調電圧を選択するように構成される。
【０３５８】
　このような構成でも、Ｄ／Ａコンバータ２７１～２７３の動作を適切に設定することに
より、第１及び第２の実施形態の両方の動作が実行可能であることは容易に理解されよう
。
【０３５９】
　以上には、本発明の具体的な実施形態が記載されているが、本発明は、上記の実施形態
に限定されると解釈してはならない。本発明が様々な変更と共に実施され得ることは、当
業者には自明的であろう。
【符号の説明】
【０３６０】
１　　　　：ＬＣＤパネル
２　　　　：ＬＣＤドライバ
３　　　　：ゲート線
４　　　　：ソース線
５　　　　：画素
６　　　　：ゲート線ドライブ回路
７　　　　：パネル入力端子
８　　　　：スイッチ回路
８ａ　　　：制御信号線
８ｂ　　　：制御信号線
９　　　　：スイッチ
１０　　　：液晶表示装置
１１　　　：インターフェース回路
１２　　　：ソース駆動部
１３　　　：パネルインターフェース回路
１４　　　：レジスタ回路
１４ａ　　：コマンドレジスタ
１４ｂ　　：パラメータレジスタ
１５　　　：タイミングジェネレータ
１６　　　：電源回路
２１　　　：ラインラッチ回路
２１１～２１１２：ラッチ
２２　　　：ラインラッチ回路
２２１～２１１２：ラッチ
２３　　　：セレクタ回路
２３１～２３６：セレクタ
２４　　　：ソース線駆動回路
２５　　　：階調電圧発生回路部
２５１～２５４　　：階調電圧発生回路
２６１～２６４　　：階調電圧ライン群
２７　　　：Ｄ／Ａコンバータ
２８　　　：スイッチ回路
２９　　　：ストレートスイッチ
３０　　　：クロススイッチ
３１　　　：入力側ラダー抵抗
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３２　　　：トーナメント回路
３３　　：オペアンプ
３４　　　：出力側ラダー抵抗
３５　　　：可変抵抗
３６　　　：電源端子
３７　　　：可変抵抗
３８　　　：接地端子
４１１～４１３：レジスタ
４２　　　：スイッチ
４３　　　：セレクタ
５１　　　：ＴＦＴ
５２　　　：画素電極
５３　　　：対向電極
１００　　：液晶表示装置
１０１　　：ＬＣＤパネル
１０２　　：ＬＣＤドライバ
１０３　　：ゲート線
１０４　　：ソース線
１０５　　：画素
１０６　　：ゲート線ドライブ回路
１０７　　：パネル入力端子
１０８　　：スイッチ回路
１０９　　：スイッチ
１１１　　：インターフェース回路
１２１　　：ラインラッチ回路
１２１１～１２１１２　：ラッチ
１２２　　：ラインラッチ回路
１２２１～１２２１２　：ラッチ
１２３　　：セレクタ回路
１２３１～１２３６　：セレクタ
１２４　　：ソース線駆動回路
１２５　　：階調電圧発生回路部
１２５１～１２５６：階調電圧発生回路
１２６１～１２６６：階調電圧ライン群
１２７　　：Ｄ／Ａコンバータ
１２８　　：スイッチ回路
１２９　　：ストレートスイッチ
１３０　　：クロススイッチ
Ｒｉ＿ｊ　：Ｒ副画素
Ｇｉ＿ｊ　：Ｇ副画素
Ｂｉ＿ｊ　：Ｂ副画素
ＤＰＩＸＥＬ：画素データ
Ｓ１～Ｓ６：ソース出力
ＳＧＩＰ　：ゲート制御信号
ＳＳＷ１、ＳＳＷ２：スイッチ制御信号
ＳＴＢ　　：ラッチ信号
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